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Die experimentellen Studien uber die morphologischen und 

physikalisch-chemischen Beschaffenheiten der 

supravitalgefarbt-substanzhaltigen 

Erythrocyten.

Von 

Masaguma Maruyama. 

Eingegangen am 21. Mai 1934.

Was supravitalgefarbt-substanzhaltige Erythrocyten (sog. Reticulocyten: im folgen-

den bezeichne ich sie mit kurzeren Wort der gefarbten Zelle) angeht, gelten bisher zwei 

ganz entgegengesetzte Theorien: Regenerationstheorie und Degenerationstheorie. 
So ergibt es sich oft, dass man sich bei der Betrachtungen der betreffenden Zellen 

nicht entscheiden kann, welche von den beiden passender sei. 

Es ist also eins der interessantesten Probleme, dass man diese beiden Theorien 

zusammenfasst oder den Unterschied zwischen ihnen genug zeigt. Daher habe ich die 

Gestaltungen und physikalisch-chemische Beschaffenheiten der gefarbten Zellen in 

jeden der beiden Theorien, die von dem anderen niemals verletzt worden ist, genau 

geforscht, in dem jede der beiderartigen Experimente das Moment vorkommender 

gefarbter Zellen begrundet. Und so bin ich nun zu derjenigen Resultat gekommen, 
dass zwischen den beiden Theorien ein auffallender Unterschied nicht zu leugnen ist. 

Hiermit bin ich der Meinung, dass es die zwei Wesensanderen Arten von den gefarbten
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Zellen gibt und dass sie es verkennen und jede von ihnen auf ihre eigne Art erklart, 

ohne die andere zu berucksichtigen. 

Meine Folgerung ist folgendes, die ich zuletzt gezogen hat: 

a) Die supravitalgefarbt-substanzhaltigen Erythrocyten lassen sich in die zwei 

Arten absondern, 

b) Man findet zwischen den beiden Arten den unverkennbaren morphologischen 

Unterschied. 

c) Was die Resistenz und das spezifische Gewicht betrifft, sind die beiden Arten 

ganz anders beschaffen. 
So bin ich uberzeugt, beinahe gezeigt zu haben, dass jede der beiden Theorien 

bisher nur auf der Halfte der Wahrheit bestehe. (Autoreferat.)
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超生體可染物質保有赤血球(可 染赤球 ト略記,

所謂網状赤血球)ニ 對シテハ,從 來幼若説 ト退行

説 トノ全ク相反スル2説 アリ.爲 ニ吾人ガ該血球

ヲ見ル時何 レノ説ニ解スベキカニ迷ハザルヲ得ザ

ルノ場合アルナリ.依 リテ其 ノ兩説ヲ歸一セシム

ルカ然ラズンバ其ノ相違ヲ闡明スルカハ極メテ興

味アル問題タリ.余 ハ初メ各説ガ其ノ出現機轉上

ノ根據 トシテ誇 リ未ダ嘗テ他説ニヨリテ相侵サレ

タ ル事 ナキ實 驗 ニ於 テ現 レ來 ル,可 染 赤球 ノ形 態

ヲ別 々 ニ精 査 シ,他 方 夫 等 ノ理化 學 的性状 ヲ比 較

研 究 セ ル所,兩 血 球間 ニ明 カナ ル差異 アル ヲ知 レ

リ.茲 ニ於 テ 可染赤 球 ニハ如 實 ニ其 ノ本體 ヲ異 ニ

スル2系 ア リテ,ソ ヲ1ナ リ トシテ兩 樣 ニ説 キ タ

ル點 ニ コ ソ誤 謬 ノ存 スル モ ノナ ルベ シ ト思 惟 スル

ニ至 リ些 カ得 ル所 ア ルモ ノノ如 シ.

緒 言

血球 ノ生理的状態ニ於ケル構造 ト機能 トヲ

究明スルハ血液學 ノ基根 ニ屬 ス.固 定染色法

ニ慊 ラザル血液學者ガ競 フテ超生體染色法ニ

趨 キ遂 ニ近代斯學 ノ全興味ガ此處 ニ集 中サ レ

ツツアルハ亦故 ナキニ非ザルベシ.就 中清野

教授竝 ニ其 ノ門下ノ組織超生體染色法及 ビ勝

沼教授 ノ白血球超生體染色法等ニ刺戟誘導サ

レ遙 ニ泰西先進諸學者 ヲ睥睨 シ勃 々 トシテ興

レル本邦 ニ於 ケル赤血球 ノ超生體染色的研究

ハ吾人 ノ欣快措 カザル所寧 ロ偉觀 ト云 ハザル

可 ラズ.

然 リト雖モ超生體 可染物質保有赤血球 ノ出

現,機 轉,形 態,或 ハ化學的研究等ニ關 シテ

ハ未ダ諸説紛 々タルモノア リ.該 血球ハ或 ハ

幼若性 ニノ ミ或 ハ退行性ニノ ミ出現 ス トノ論

及 ビ本邦ニ於 テ最近有 力ナル地歩 ヲ占 メツツ

アル幼若性ニ出現 ス レドモ退行性ニモ出現ス

ルヲ否 ムヲ得ズ トノ説等アリ.之 等 ノ論説 ヲ

ナス學者中ニハ各 々確 固タル實驗的根據 ヲ有

シ,他 説 ニ依 リテ自説 テ枉ゲラ レタル事ナク,

自説 ヲ以テ他説 ヲ完全ニ覆滅 シタル事 モナク

寧 ロ互ニ默殺 セルノ状勢 ニ在 リ.遂 ニ兩説 ニ

賛 シ共 ニ肯定 スルノ擧 ニ出ヅルモノモ亦現 レ

タルナ リ.

由來該赤血球檢査ガ臨牀醫學 ニ應用サ レタ

ルハ其ノ幼若説 ヲ基礎 トセルモノ.即 チ造血

機能昂進 ヲ知ルニ極 メテ鋭敏且至便ナルノ點

ニ在 リ.而 シテ之 ニヨツテ大過 ナキガ如 ケ レ

共,他 方未 グ否定 シ得 ザル退行説ノ存 スル限

リ疑 ヲ挾 マザルヲ得 ザルノ機會 ニ遭遇 スベキ

ハ當然 ナ リ.今1例 ヲ擧 ゲンニ,血 液學者ガ

常 ニ用フル所 ノ血液毒注射法ニ ヨル人工的貧

血惹起後多數出現 スル該赤血球 ヲ幼若説學者

中ニハ漫然 トシテ幼若性 ト見做 シ,造 血機能
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昂進 セ リト考 フルモノアリ.之 ヲ退行説學者

ハ明確 ニ退行性ナ リ ト斷 ズ.更 ニ試驗管内血

液 ニ一定 ノ毒物 ヲ作用セシメテ全血球 ヲ超生

體可染 ナラシムル ノ實驗ニ對 シ,幼 若説學派

ハ説明 ヲ避ケ逆ニ瀉血貧血後 ニ増加 スル超生

體可染赤球ニ對 シテハ退行説學派 ハ遂 ニ滿足

スベキ解答 ヲ與ヘ得ザ ルナ リ.即 チコノ間著

シキ矛盾 ノ存在 セルモノア リト云ハザル可 ラ

ズ.

依 リテ吾 人ハ該赤血球 ヲ見 テ之 ヲ何 レノ學

説 ニ解 ス可 キカニ迷 ハザルヲ得 ザル事 アルベ

ク,正 ニ相 反スル2説 ヨリ遽 カニ其 ハ1ヲ 採

用センコ トハ全ク不能不安ノ事ニ屬 シ竟 ニ歸

スル所知 ラザルモノアリ.

茲 ニ於テ兩設 ヲ歸一 セシムルカ然 ラズンバ

其 ノ差異 ヲ指摘 スルカハ吾 人ノ渇仰已マザル

所貴重ナル命題 タルヲ失ハザルレベ シ.

第1章 赤血球ハ超生體染色竝ニ超生體可染物質

保有赤血球ニ關スル文獻

超生 體 染色 ノ呼稱 ニ關 シテ ハ遠 クハ 多 ク生體 染

色vitale Farbungト 唱 ヘ ラ レ伊 太 利派,米 國 派 ハ

今尚 ホ然 ク呼 ビ近 時漸 ク超 生體 染 色Supravitale

Farbungヲ 用 フル ニ至 リ タレ ド,vitalトSupra-

vitalノ 意 義 ヲ混 同 サ レ タル場合 ア リ.本 邦 ニ於

テ ハ甚 ダ明瞭 ニ使用 サ ル.只 超 生 體 ナ ル誤義 ハ妥

當 ナ ラザ ル ノ故 ヲ以 テ亞 生體(清 野 氏)或 ハ弱 生體

(本 間氏)ト 稱 スベ シ ト提 唱サ ル.染 色 期 ノ意 味 ヲ

含 メテ死戰 期 染色agonale Farbungト モ稱 セ ラ

ル.

1895年Pappenheimハ 中 性 赤 ニ ヨ ル 赤 血 球 生

體(超 生 體)染 色 ヲ行 ヒ,1901年 胎 兒 赤 血 球 中 ニ同

染 色 法 ニ ヨ リ テ 鹽 基 性 顆 粒 ノ存 在 ス ル ヲ認 メ タ リ.

1895年EhrlichハMethylen青 中 性 赤 ヲ,同 年Poggi

ハMethylen青 ヲ 使 用 シ テ 赤 血 球 内 ニ 生 體(超 生

體)可 染 物 質 ヲ認 メ タ リ.其 ハ後Pappenheimノ

一 新 法 タ ルpostvitale FarbungハNakanishi,

Cesaris-Demelニ ヨ リ廣 ク紹 介 サ レ,Foa, Ferrata,

Chauffard, Sabrazes, Bloch, Fiessinger, Rosin u.

Biebergeil, Hertz, Neumann, Schilling-Torgan,

Sabin-Doan-Cunningham, Widal等 ノ研 究 者 竝

ニ 中 性 赤Methylen青 混 合 液,Brillantkresyl青,

Hexamethyl青,Pironin, Toluidin青,Methyl

紫,Azur II, Sudan III, Polychromesmethylen

青 等 ノ色 素 ガ 知 ラ レ,Schillingノ 超 生 體 固 定 同 時

染 色 法 等 出 ヅ ル ニ 至 レ リ.

吾 ガ 國 ニ於 テ ハ 佐 藤(清)氏 ハToluidin青,Nil

青,Brillantkregyl青,小 宮,古 庄 兩 氏 ハBrillan-

tkresyl青,中 性 赤,和 田(〓)氏 ハBrillantkresyl

青,西 谷 氏 竝 ニ氏 ノ業 績 ヲ追 試 セ ル 多 數 ノ研 究 者

ハ 主 トシ テNil青 ヲ推 奨 セ リ.

之 等 ノ色 素 ニ ヨ ル 赤 血 球 内 可 染 物 質 ノ構 造 ニ 關

シ テ ハCesaris-Demelハ1897年 網 状 又 ハ 顆 粒

状,纎 維 状 物 質(Substantia reticulo- od granulo-

tilamentosa)ト 稱 シ,以 來Rosin und Biebergeil,

Widal, Weidenreich, Giglio-Tos, Maldawsky,

Schilling-Torgan, Naegeli等 ノ學 者 ニ ヨ リテ 本 物

質 ヲ有 ス ル 赤 血 球 ニ對 シ テReticulocyten, vital-

granulierte Erythrocyten, Granulofilocyten等

ノ 名 稱 附 サ レ タ リ.本 邦 ニ 於 テ モ 網 状 物 質,顆 粒

状 物 質,網 纎 状物 質 等 ト呼 バ レ本 物 質 ヲ 保 有 ス ル

赤 血 球 ニ 對 シ テ ハ 之 等 ノ冠 ヲ 附 セ リ.

超 生 體 可 染 物 質 保 有 赤 血 球 ハ 幼 若 性 ナ リ トノ學

説 ヲ持 ス ル モ ノ ニ ハCesaris-Demel, Poggi, Vas-
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sala, Naegeli, Foa, Giglio-Tos, Maximow, Hertz,

Ferrata, Istomanowa, Asher, Hirschfeld u. Wei-

nert, Bettmann及 ビ本 邦 斯 學 者 ノ大 部 分 ニ シ テ

洋 ノ東 西 ニ亙 リ頗 ル優勢 ナル範 圍 ヲ占 メ居 レ リ.

本 説 ノ實驗 ハ枚 擧 ニ遑 ナ ケ レ ドモ其 ノ代表 的 ナ ル

根 據 ヲナ ス1, 2ヲ 擧 グ レバ,該 血球 ガ貧 血恢 復時

ニ増 加 シ特 ニ赤 血球 増 多 ニ先行 スル事,他 ノ有 核

赤 血球 等 ノ幼若 血球 ト共 ニ出 現 スル 事,胎 兒 血液

中 ニ著 明 ニ増 多 セ ル事,骨 髓 組 織標 本 ニ於 ケル造

血昂 進像 ト流 血中 ノ該 血球 出 現増 率 トハ 常 ニ平 行

スル事 等 ナ リ.

他 方退 行 説學 者 中 ニハFriessinger, Chauffard,

Nictal, Abrami, Rosin等 ノ佛蘭 西及 ビ伊 太利 派

ノ學徒 竝 ニ本 邦 ニ於 ケル清野 教授 門 下,笠 原教 授

門 下 ヲ主 トシ西谷,前 田,立 花,碇,和 田,進 藤,

奧 谷,鈴 木,杉 山,横 田氏 等 ア リ.之 等 ノ學 徒 中

ニハ敢 テ幼 若 説 ヲ否定 セザ ル モ ノモ亦有 リ.其 ノ

純退 行 説的 實驗 中特 ニ興 味 ア ル モ ノ1, 2ヲ 列 記 セ

ンニ,「 フエ ニ ール ヒ ドラ チ ン」等 ノ血液 毒 ヲ生體

内及 ビ試 驗 管 内 ノ血 液 ニ作用 セ シメテ該 血球 ヲ多

數 ニ出現 セ シム ル ヲ得 ル事.過 敏 症Shockヲ 生體

ニ惹起 セ シメ テ生 體 内赤 血球 ノ大 部 分 ヲ瞬間 ニ該

血球 ニ變 ゼ シム ル ヲ得 ル事,溶 血 性 黄疸 ノ血液 中

ニ著増 セ ル事,從 來 ノ定義 ニ ヨル血液 毒 ニ非ザ ル

極 メテ種 々 ナ ル有毒 藥 物 ヲ生體 内又 ハ試 驗管 内 血

液 ニ作用 セ シメテ該 血球 ノ出現 ヲ認 メル事,理 學

的 又 ハ血 清 學的 ニ試 驗 管 内血球 ヲ退 行 的 ニ導 ク事

ニ ヨ リテモ該 血球 ヲ出現 セ シメ得 ル事 等 ヲ擧 ゲ得

ベ シ.兩 説 ハ相 容 レズ又 甚 ダ シ ク相 侵 ス コ トナ ク

シテ今 日ニ及 ベ リ.

只Heinz氏 小體 ノ ミハ 超 生體 可染 物 質 ナ レ ド

終 始退 行 性物質 トシテ肯定 サル ル モ ノナ リ.ソ ハ

R. Heinzガ1890年 生 體(超 生 體)染 色 赤 血球 内

ニ特 ニ強 ク光線 ヲ曲 折 スル1箇 時 ニ數箇 ノ顆 粒小

體 ヲ保有 ス ルモ ノア ル ヲ發 見 シタル ニ始 リ,爾 後

Huber, Ehrlich, Lindenthal, Friedstein, Sch-

mauch, Mosse, Rothmann, Gutstein, Wallbach,

Suzuki, Pappenheim等 ノ追 試 ア リタ レ ドモ左 右

セ ラル ル事 ナキ ナ リ.本 邦 ニ於 テ ハ高 橋氏 ハ氏 ノ

染 色 法 ニ ヨ リHeinz氏 小體 ハ退 行 性 物質 ナ レ ド

網 纎状 物質 ハ 然 ラ ズ ト云 ヒ,西 谷 氏 等 ハ前 者 ガ退

行 性所 産 ナ ルハ勿 論 ニ シテ後 者モ本 體的 ニ同 一 系

統 ナル ベ シ ト説 ケ リ.

第2章 研 究 方 針

本染色法ノ呼稱ニ關シ余ハ亞又ハ弱生體染

色 ト云フニ賛スル者ナ レ共,現 今ノ大勢ニ從

ヒ尚ホ超生體染色ヲ襲用セン.

本染色ニ依 リテ可染スル赤血球内物質ハ在

來ノ網状顆粒状乃至網纎状物質ナル トHeinz

氏小體ナル トヲ問ハズ,超 生體可染物質(以

下可染物質 ト略記)ト 總稱スルヲ得ベク,本

物質ヲ有スル赤血球ヲ總テ先ヅ超生體可染物

質保有赤血球又ハ超生體 可染赤血球(以 下

可染赤球 ト略記)ト呼ブヲ便利ナリト考フ.

如上 ノ用語 ヲ以テ該赤血球 ニ關 スル趨勢 ヲ

一括 ス レバ次 ノ如 ク記述 スルヲ得ベ シ.

超 生體染色法ニ依 レバ赤血球 ニヨリテハ可

染物質 ヲ有 スルモノアリ.是 即 チ可染赤球ナ

リ.可 染物質ハ2種 ニ大別サル.1ハHeinz

氏 小體,他 ハ網状顆粒状又ハ網纎状 ト稱 サル

ルモノナ リ.而 シテ前者ハ退行性所産 トセラ

ルルモ,後 者ハ幼若性 ト説ク者,退 行性 ト論

ズル者及 ビ兩性 ヲ肯定 スルモノアリテ相讓 ラ

ズ.
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余 ハ曩 ニ文獻 ヲ辿 リ各説 ノ根據 ヲナス重ナ

ル實驗 ヲ追試 セル所,Heinz氏 小體ガ退行性

所産ナル ニ論ナク,他 ノ可染物質 ハ幼若性竝

ニ退行性 ト考ヘ ラレタル夫々ノ場合共 ニ之 ヲ

認 ムハレ事 ヲ得 テ,兩 説ヲ肯定 セザルヲ得ザル

ニ至 レリ.乃 チ兩説 ハ遂 ニ歸一 セシム可 ラザ

ルモノノ如 シ.而 モ斯 クノ如 キ矛盾 ノ兩立ス

ルハ何 レノ邊 ニカ誤謬 ノ存在 スベキハ想 フニ

難 カラズ.Heinz氏 小體以外ノ可染物質 ヲ兩

説 ニ論 ジ共ニ全 クハ不當ナ ラズトセバ寧 ロ該

可染物質 ヲ一ナ リト考ヘ シ點 ニ不當 アルニハ

非 ラザルカ.換 言 ス レバ該物質 ハ2種 ニ分類

サルベキモノニシテ1ハ 幼若性ニ他ハ退行性

ニ出現 スルモノニハ非 ラザルカ.余 ハ案 ジテ

此處ニ至 リ主觀的因子ヲ極力排除セン爲先ヅ

出現機轉ニ基礎ヲ置キ幼若性ニシテ退行性機

轉 ヲ含マザル時 ニ出現 スル可染赤球 ト,退 行

性 ニ シテ幼若性機轉 ヲ含 マザル夫 レトニ對 シ

形態的ニ觀察 シテ其 ノ差異 ヲ索 メ,進 デ兩者

ヲ理化學的性状 ニヨリテ分 タ ン ト試 ミタ リ.

即 チHeinz氏 小體以外 ノ可染赤球中ニハ幼

若説 ニ該當スル血球 ト退行説 ニ該當 スル夫 レ

トノ2系 ア リテ,夫 等ハ理化學的性状ヲ異ニ

スベ シトノ想案 ヲ以 テ研究 ノ主題 トセリ.

サ レド其ノ及 ボス影響ヤ重,其 ノ範圍 ヤ大

ニ シテ淺才 ノ能 ク盡ス所 ニ非ズ.余 ハ今單 ニ

一指 ヲ染 ムルニ過 ギザルモノナ リ.

第3章 超生體可染物質保有赤血球ノ形態學的研究

染 色 法

既述 ノ文獻 ニ徴 シテ先 學 ニ做 ヒ自家 ノ經 驗 ヲ加

ヘ,最 モ良 染 スル染色 法 中 ヨ リ次 ノ6種 ヲ採用 セ

リ.

1. Brillantkresylblau.

食鹽 水 溶解 法 モ ア レ ド,酒 精 溶液 ノ方可 ナ ル

ガ如 シ.本 色 素 ノ1%純 酒 精溶 液 ヲ法 ノ如 キ 血

液檢 査 用清 拭 載物 硝 子上 ニ薄 ク塗 布 乾燥 ス.此

上 ニ覆蓋 硝 子 ヲ以 テ1滴 ノ血 液 ヲ取 リ來 リテ良

ク混 ジ壓 ヲ加 ヘ テ兩硝 子間 ニ分布 セ シム.2-3

分後 油 浸檢 鏡.

2. Nilblau.

0.6%食 鹽 水中 ニ1%ノ 割 ニ溶解 セ シメ(西 谷

氏)タ ル モ ノ1容 ト血 液 ノ2容 ヲ兩硝 子間 ニ混

ジテ分布 セ シム.同 上 檢鏡.

3. Nentralrot.

1%純 酒精 溶液 ヲ用 フ.以 下Brillantkresyl-

blauト 同 樣.

4. Methylviolett.

生理 的 食鹽 水 飽和 溶液 ヲ用 フ.以 下Nilblau

ト同樣.

5. Schilling氏 法.

Brillantkresylblau酒 精 溶液塗 布 乾燥 載物 硝

子 上 ニ法 ノ如 ク血液 ヲ塗抹 ス.之 ヲ直 チ ニ濕 潤

装 置内 ニ入 ルル事5-10分.取 出 シテ氣 乾 後「メ

チ ール」 酒精瞬 間 固定 シテ氣 乾.後 「ギ ムザ」染

色 法 ニ ヨ リテ複 染 ス.隨 時油 浸檢 鏡.

6. 高 橋 氏法.

血液塗 抹 標本 氣乾 後,濃 厚 「フオ ル マ リン」

蒸氣 瓶 内 ニテ1-2分 固定,後0.6%食 鹽水 中

ニMethylviolettヲ1%ノ 割 ニ溶 解 セ ル液 ヲ以

テ1-2分 間染 色.液 ヲ棄 テ テ斜 ニ立 テ氣 乾.同

上 檢 鏡.

第1節 出 現 機 轉 ニ ヨ ル可 染 赤 球 ノ

系 統 的 分類 竝 ニ各 系 統 内 ニ

於 ケ ル 型
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余ハ先ヅ既述 ノ如キ兩説ノ有スル代表的ナル實

驗ノ出現機轉ニ基礎ヲ置キ,可 染赤球ヲ各別ニ觀

察シ其ノ間ニ於ケル形態的相違ナキヤニ注 目セ

リ.

第1項 幼若説派 ニヨリ幼若性機轉

ニ ヨリテ出現 ス ト斷ゼ ラレ

而 モ他派 モ之 ヲ拒否 シ能ハ

ザル可染赤球.

瀉血貧血家兎ノ恢復期ニ出現スル可染赤球ヲ上

記 ノ法ヲ以テ染色シ其ノ現レ來ル悉ユル像ヲ捉ヘ

形態 ノ順序ニヨリテ配列圖示スレバ次 ノ如シ(第

1圖).第1圖

163



2858 丸 山 正 熊

(イ) Brillantkresylblauニ ヨ リテ染 色 サル ル

血球 ハ 圖 ノ如 ク顆 粒 ト纎 網 トガ集 塊 ス ル傾 向大 ナ

リ.今 假 リニa, b, c, d, eヲI型.f, g, h, i, jヲ

II型.k, lヲIII型 ト名 附 ケ ン.

(ロ) Nilblauニ ヨル ニ顆 粒 纎網 共 ニ比 較 的全

面 ニ見 エ,纎 網殊 ニ著 明 ニ シテ感觸 甚 ダ柔 ナ リ.

a, b, cヲI型.d, e, f, gヲII型.h, iヲIII型

トセ ン.

(ハ) Neutralrotニ 於 テ ハ 顆 粒 特 ニ 明 カニ シ

テ纎 網 ト共 ニ稍 々塊状 ヲ ナス コ ト多 シ.aヲI型.

b, c, dヲII型.e, fヲIII型.

(ニ) Schilling氏 法ハ 複染 ナル ニ ヨ リ赤 血 球

内部 モ濃 染 ス レ ド顆 粒 特 ニ著 明 ニ見 エ 微細 ニ觀 察

ス ル ニ及 ビテ初 メテ纎 網 ア ル ヲ知 ル ノ程 度 ナ リ.

aヲI型.b, cヲII型.dヲIII型.

然 ル ニBrillantkresylblau, Nilblau, Neutralrot

及 ビSchilling氏 法 ニ ヨ リテ陽性 ナ ル ニ拘 ハ ラズ

Methylviolettハ 陰 性,又 高橋 氏 ノ云 ヘル ガ如 ク

氏 ノ法 ニ於 テ モ可染 赤球 率 ハ常 ニ0ナ リ.試 ミニ

潟 血家 兎 ヨ リ採 血 シテ其 ノ可染 赤球 ヲ集 メ(第4

章第2節 參 照)陽 性 ヲ示 ス法 ニ ヨ リテ約500‰ 存

在 ス ル際高 橋 氏 法及 ビMethylviolettニ ヨ リテ染

色 スル ニ尚 ホ完 全 ニ陰 性 ナ リ.即 チ此 ノ2法 ハ 幼

若 性 機轉 ニ ヨ リテ 出現 スル血 球 ヲ染 出可 視 セ シ メ

得 ザ ル モ ノニ シテ後 述 余 ノ2系 分 類 上 ノ補 助鑑別

法 トシテ甚 ダ役 立 ツモ ノナ リ.

以上 陽 性 ニ出現 セル可 染 赤球 ハ各 法 ニ ヨ リテ稍

稍 異 ナル モ ノハ ア レ ドモ其 ノ共 通點 ハ顆 粒 ガ時 ニ

相 合 シテ大 形 ヲナ セル場 合 ア レ ド一般 ニハ 小形 ニ

シテ分 布 ハ概 シテ不 平等 ナ リ.而 シテ コ ノ顆 粒 ヲ

連 ネテ纎網 ア リ.總 體 的視 感 ハSchilling氏 法 ヲ除

ケバ比較 的 軟 ナ リ.顆 粒竝 ニ繊網 ハ共 ニ甚 ダ多 キ

モ ノ(I型),稍 々少 キ モ ノ(II型),極 メテ少 キモ ノ

(III型)ア リ.其 ノ間 確然 ト 區別 ナキ ハ勿論 ナ リ

之 等 ノ構 造 ヲ有 スル モ ノ ヲ總 テ假 リニ幼若 説系

超生 體 可染 物 質 保有 赤血 球(以 下 單 ニ幼若 説 系 ト

記 ス)ト 呼 バ ン.

第2項 退 行 説 派 ニ ヨ リ退 行 性 機 轉

ニ ヨ リテ 出 現 ス ト斷 ゼ ラ レ

而 モ他 派 モ之 ヲ拒 否 シ能 ハ

ザ ル可 染 赤 球

試 驗 管 内血 球 ニ毒 物 ヲ作用(方 法 後 述)セ シム

ル時 出現 スル可 染 赤球 ヲ上記 ノ染 色 法 ヲ以 テ染 色

シ前 項同 樣 圖示 ス レバ次 ノ如 シ(第2圖).

Brillantkresylblau, Nilblau, Methylviolett及

ビ高 橋氏 法 ニヨ リテ染 出 サル ル血 球 ハ圖 ノ如 ク形

態 上 ニ著 差 ナ キガ如 シ.

(イ) Brillantkresylblauニ ヨルa, b, c, d, e

ヲ1型.f, g, h, iヲ2型.j, kヲ3型 トセ ン.

他 ノ4箇 ハHeinz氏 型 ト稱 シ得 ベ シ.

(ロ) Nilblauニ ヨ ルa, b, e, dヲ1型,e, fヲ

2型.g, hヲ3型.他 ノ3箇 ハH氏 型.

(ハ) Methylviolettニ ヨルa, b, c, d, eヲ1

型.fヲ2型.g, hヲ3型.他 ノ5箇 ハH氏 型.

(ニ) 高 橋氏 法 ニ ヨルa, b, cヲ1型.d, eヲ

2型.fヲ3型.他 ノ4箇 ハH氏 型.

然 ル ニ コ ノ4法 ニ ヨ リテ陽 性 ナ ル 場 合 ニ於 テ

Neutralrotハ 陰 性,又Schilling氏 法 モ可染 赤

球率 ハ 常 ニ0ナ リ.試 ミニ陽 性 ヲ示 ス法 ニ依 リテ
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1000‰ ノ可染赤球ヲ有スル試驗管内血液ヲSchil-

ling氏 法及ビNeutralrotニ テ染色スルニ尚ホ完

全ニ陰性ナリ.即チ此ノ2法ハ退行性機轉ニヨリ出

現スル血球ヲ染出可視セシメ得ザルモノニシテ其

ノ關係ハ前項ニ於ケル高橋氏法及Methylviolett

ト同樣ナル故ニ余ノ2系 分類上ニ資スル事アルベ

キハ亦論ヲ俟タザル所ナリ.

以上陽性ニ出現セル可染赤球ニ共通ナル點ハ顆

粒ガ毒物ノ強度,作 用時間ノ長短等ニヨリテ相違

ハアレドモ略ボ其ノ太サ一定シ,光 線ヲ強ク屈曲

セシメ,角 々シクシテ恰モ割立ノ砂利ノ如ク,分

布ハ概シテ平等ナリ.而 シテ顆粒間ニハ纎網ヲ全

ク有セザルガ如 シ.

總體的視感ハ硬ナ リ.顆粒甚ダ多キモノ(1型).

稍々少キモノ(2型).極 メテ少ク小サキモノ(3

型)等 アリ.甚 ダ大ニシテ1箇 時ニ數箇 ヲ有スル

モノハH氏 型ナリ.其ノ間確然 タル區別ナキハ幼

若説系各型間ニ於ケルト同樣ナリ.

之等ノ構造ヲ有スルモノヲ總テ假リニ退行説系

超生體可染物質保有赤血球(以 下單ニ退行説系 ト

記ス)ト 呼バン.

第3項 兩系可染赤球 ノ形態比較

竝 ニ考案

余 ハ曩 ニ可染赤球 ニハ系統的ニ2ア ルヲ豫

想 セリ.而 シテ今兩説中 ヨリ不動 ノ根據 トセ

ラルル機轉 ニヨリテ出現 スルレ可染赤球 ヲ別 々

ニ觀察 セル所,形 態的 ニ見 ルベキ差異 アルヲ

認 メ得 タ リ.

即 チ幼若説系ハ顆粒細大不同且分布不平等

ナ レドモ柔 カキ感 アリ.之 ニ對 シ退行説系 ノ

夫 ハ比較的相等 シク分布 ハ平等ナ レドモ角 々

シクシテ甚 ダ硬 キ感 ア リ.幼 若説系 ニ於 テハ

顆粒間 ニ之 ヲ連ヌル纎網 ヲ有 シ總體的ニモ極

メテ軟 カナルニ反シ,退 行説系 ニ於 テハ繊網

ヲ全 ク有 セズ シテ其 ノ總體 的視感ハ甚 ダ剛ナ

リ.更 ニ幼若説系ハ高橋氏法 ニ良染 セズ.退

行説系ハSchilling氏 法 ニ良染 セザルレハ特 ニ

刮 目スベキ事實 ニシテ,兩 系ノ補助診斷法 ト

シテ大イニ役立 ツモノナ リ.(H氏 型 ニ關 シ

Friedstein及 ビ西谷氏等ノ云 ヘルMethyl-

violettトNeutralrotニ 於 ケル差 ト相似タル

モノナ レド此2法 ハ上記2法 ニ比 シ正確 ナラ

ズ.理 由後述)

以上 ノ形態的差異 ヲ以テス レバ兩系中I型

ト1型 及 ビII型 ト2型 バ一見 シテ區別 スル

事 ヲ得 ルナ リ.唯III型 ト3型 ニアリテハ纎

網 ニヨリテハ甚 ダ困難ニ シテ顆粒 ノ形 ト光線

屈曲 ノ強弱 トヲ以テ區別 シ得 ルニ過 ギズ シテ

上記補助法ニヨリ推知 セザル可 ラザルコ トア

リ.

扨 テ古來 ノ文獻 ハ悉 ク可染赤球(H氏 型 ヲ

除 ク)ヲ 一 トシテ其ノ構造 ヲ分型 セルモノナ

リ.例 ヘバEngelハ 可染物質 ノ量 ニ ヨリ數型

ヲ分チ,Naegeliハ 顆粒 ノ量及 ビ分布 ニヨリ

テ3型,Seyferthハ5型,Gawrilowハ3型,

立 花,西 谷兩氏 ハ3型,佐 藤氏ハ2型,小 林

氏 ハ5型,大 野氏高橋 氏ハ共 ニ3型 ノ如ク寔

ニ區 々タ リ.余 ハ2系 ニ分 チタル後,亦 獨 自

ノ考 ニヨリ便宜上上記 ノ如 ク分型 セルナ リ.

斯 クノ如 ク未 ダ嘗 ツテ其 ノ出現機轉ニ ヨリ

テ系統上 ノ分類 ヲ行 ヒタルモノナク.此 點 ニ

關 シ余 ノ想案ハ稍 々新タナルモノアリ ト云 ヒ

得ベ シ.試 ミニ第1項 ノ可染赤球 ト第2項 ノ

夫 レトヲ混合 シタル標本ヲ提示 シタル場合今

日迄 ノ文獻 ヲ以 テシテハタ トヘ之等 ヲ分型 シ

得 ル ト雖 モ明確 ニ分系 スル事能 ハザルナ リ.

假 リニ余 ノ幼若説系 ニ屬 スル血球 ヲ1群 トシ
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其 ノ退行説系 ニ屬 スル夫等 ヲ1群 トシ,或 ハ

各群 ヲ更 ニ數型 ニ分類 ス トスルモ,前 群ガ幼

若 性ニ出現 セルモノニシテ後群 ガ退行性ニ出

現 セルモノナ リ トノ斷定ニ ハ躊躇 スル者 アル

可 シ.況 シテIII型 ト3型 トヲ分チ其 ノ何 レ

ガ何 レノ出現機轉 ニヨルモノナルカヲ判定 ス

ルハ恐 ラク不可能ナ ラン.此 際 ニ於 テ余 ノ系

ト型ニ關 スル形態的知見 ト補助法 トヲ以テス

レバ稍 々明 カニ夫等血球 ノ出所ヲモ指摘 シ得

ルガ如 シ.

然 ラバ此分系法ヲ他 ノ種 々ナル場合 ニ適用

シテ其 ノ出現機轉 ヲ窺知 シタル結 果ガ常ニ正

シキヤ,換 言 ス レバ上記2項 ノ外尚ホ文獻的

ニモ理論的 ニモ幼若性ニ出現 ス ト考ヘ ラルル

場合(第1項 ニ類 スルモノ)果 シテ余 ノ幼若

説系ガ出現 シ而 モ退行説系ハ出現 セザルヤ,

其 ノ逆(第2項 ニ類 スルモノ)ハ 眞ナ リヤ,

更 ニ其 ノ兩性ガ混在 ス ト考 フベキ時果 シテ兩

系ガ出現 スルヤ等 ニ關 シ實驗 ヲ行 フノ必要ニ

迫 ラルルガ如 シ.

第2節 種 々ナル場合 ニ於ケル可染

赤球 ノ系統 ト型類 ニ關 スル

實驗的觀察

第1項 正 常血液中ノ可染赤球

既述6種 ノ染色法ヲ以テ正常家兎ノ耳靜脉ヨリ

採血檢査スルニ第1表 ノ如 シ.表 中血球ヲ示ス數

字ハ總テ赤血球1000箇 中ニ存在スル數ヲ記セル

ニ就キ,常 ニ‰ ヲ意味スルモノナリ(以下同樣).

第1表 正常家兎ニ於ケル可染赤球ノ系 ト型 トノ關係
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系.幼 若 説 系 ハBrillantkresylblau, Nilblau,

Neutralrot及 ビSchillingノ4法 ニ ヨ リテ 常 ニ陽

性,Methylviolett及 ビ 高 橋 氏 法 ハ 常 ニ 陰 性 ヲ示

ス.

型.Brillantkresylblauニ ヨ レバI, II型 間 ニ

於 テ ハ 其 ノ率 時 ニ多 ク 時 ニ少 ケ レ 共III型 ヨ リハ

常 ニ多 シ.

Nilblanニ ヨ レ バI型 最 大 率 ヲ占 メ,次 ニII型

最 少 ハIII型 ナ リ.

NeutralrotハBrillantkresylblauト 同 樣.

Schilling氏 法 ニ テ ハI型 ハ 最 大 率 ヲ占 メ時 ニ

II型 ト等 シキ コ トア リ,次 ニII型,最 少 ハIII型.

判定 不 能可 染赤 球.Brillantkresylblau及 ビ

Nilblauニ 於 テハ皆 無.

Neutralrotニ テ ハ0-2‰ ア リ.頻 度 ハ9囘 中

6囘 ニ當 ル.

Schillingニ 於 テ モ0-2‰ ア レ ド頻 度 ハ15囘

中 僅 ニ5囘 ナ リ.

可染 率(表 中小 計 ノ數値)Brillantkresylblauト

Nilblauハ 略 ボ同 ジク テ他法 ヨ リ常 ニ大 ナ リ.

Schilling氏 法 ハ稍 々 低位 ニ在 リ.Neutralrotハ

最 低ニ シ テNilblanノ 半 バ ニ過 ギ ズ.
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本項 ノ概括竝ニ考案

正常家 兎血液中ニハ幼若説系ハ存 ス

レドモ,退 行説系 ハ出現 セズ トノ成績 ヲ得 タ

リ.新 陳代謝 ニ於 テ一部 血球 ハ老頽 シ網状織

内皮細胞 ニヨリテ貪喰 サルルニヨリ,其 ノ經

過 中ニ,退 行性 トナルノ故 ヲ以テ染色 ス可 キ

ガ如 ク考ヘ ラレンモ,抑 々退行説系 トシテ染

色可視 ノ状態 トナルニハ例ヘバ第3項 其 ノ3

ニ於テ述 ブルガ如 ク中毒ニ ヨリテ或 ハ障碍 ヲ

受 クル ト雖 モ輕度ナ レバ染色 セズ一定度 ノ強

度 ヲ必要 トスルモノナ リ.故 ニ輕度緩漫ナル

經過 ヲ辿 レル老頽血球 ガ可染 トナル以前 ニ於

テ既ニ貪喰サル ト解 シ得 ベ シ.即 チ吾人ガ血

液新鮮標本又ハ生理的食鹽水 ノ如 キモノ ノ中

ニテ採血直後ニ見ル正常血液内ニ高度 ノ變 形

又ハ障碍 ヲ受ケタル血球 ヲ見 出シ得ザルハ上

述 ノ解釋ニ有利ナル根據 ヲ與 フルモノナルベ

シ.

型.幼 若説系中ノI型 最多ニシテ,II型

之 ニ次 ギ,III型 最 小率 ニアリ.這 ハ幼若説

派 ノ主張 ト完全 ニ一致 ス.

判定不能可染赤球.Neutralrot及 ビSchi-

lling氏 法 ニ於 テハ形態的ニ見テ端的ニ判定

シ得 ザルモノア リ.サ レドコノ兩法 ハ既述 ノ

如 ク退行説系 ヲ染色 セザル事,Brillantkres-

ylblau及 ビNilblau共 ニ退行説系染 色可能

ニ拘ハ ラズ染色 シ居 ラザル事,高 橋氏法及 ビ

Methylviolettノ 染 色0ナ ル事 トヲ考 フレ

バ本血球 ガ幼若説系ニ屬 スルモノナル コ トヲ

察知 シ得.即 チ此2法 ハ補助法 トシテ有效 ナ

ル以外一般的使用ニハ不利 アリ.依 リテ余 ハ

本節 ノ以下各項 ニ於テハSchilling氏 法 ノ ミ

ヲ用 ヒ第4章 以下 ニ於 テハ同氏法 ヲモ時ニ抄

略 セリ.

可 染率.Neutralrotノ 如 ク最低位ニアル

モノハ幼若 説系 ノ端的診斷 ニハ不利 ナ リ.文

獻 ニ徴スル モ率 ヲ主眼 トスル場合ニハ殆 ド使

用サ レズ.他 ノ3法 特 ニBrillantkresylblau

及 ビNilblauノ 如 キヲ可 トスベ シ.故 ニ本項

以下ニ於 テハ特殊 ノ必要以外ニ本法 ヲ用 ビザ

リキ.

扨 テ余 ノ斯 ル方針 ニヨリテ檢査サ レタル正

常血 中ノ可染赤球數 ハ文獻 ニ現 レタル統計 ニ

合致 シ居 ルヤ否 ヤハ一考 スベキ事ナ リ.今 余

ガ本研究ニ使 用 シタル家 兎中其 ノ正常時 ニ測

定 シ得タル28頭 ニ就 テ見ルニ第2表 ノ如 シ.

其 ノ各號 ニ於ケル可染赤球率ハ各動物ニ就 キ

BrillantkresylblauトNilblauト ノ2法 ヲ以

テ測定 シタル値 ヲ平均 シ小數以下 ヲ四捨五 入

セルモノナ リ.(本 項 以下 ニ於 テ使用染色法

ヲ明記セザル可染赤球率ハ總テ之 ニ做 フモノ

ナ リ.)

第2表 正常家兎ニ於ケル可染赤球率
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即 チ 最 低6‰,最 高20‰ ニ シテ 平 均11.8‰

トナ レ リ.之 ヲ大 野 氏 ノ10-20‰,園 部 氏 ノ

0.9-19‰(平 均6.6‰),小 田 氏 ノ8-19‰,尼

子 氏 ノ10-20‰,山 口鈴 木 兩 氏 ノ0.8-8.8‰,

蓮 池 氏 ノ15‰,高 橋 氏 ノ7-38‰(平 均19‰),

Robertson/10-20‰, Seyferth/30-50‰,

Hirschfeld u. Fabischノ14‰, Luzzatto u.

Ravennaノ0.9-16‰(以 上 諸 氏 ノ檢 査 成 績

ハ3-25頭 ノ正 常 家 兎 ニ就 キ テ得 ラ レタ ル モ

ノ)ニ 比 ス レバ 殆 ド同 一 ノ 成 績 ナ リ ト云 ヒ得

ベ シ.

第2項 瀉 血 貧 血 後 ノ 可 染 赤 球

瀉 血ハ家 兎 耳 靜脉 ヲ傷 ケ又 ハ注射 器 ヲ以 テ耳動

脉 ヨ リ吸 出 シ,毎kg20ccヲ 出血 セ シメ タ リ.

染色 法 ハ 既 ニ第1節 及 ビ前項 ニ述 ベ タル理 由 ニヨ

リBrillantkresylblau, Nilblau及 ビSchilling氏

法 ヲ用 ヒ タ リ.

潟 血 ニ ヨル可染 赤 球出 現率 最 高 ナ ルハ第4章 第

1節 第2項 ノ例 ニ見 ル如 ク3-7-11日 目ナ リ.依

リテ 檢査 ハ夫 等 ヲ中 心 トシテ其 ノ前 後5-6囘 ニ

及 ベ リ.其 ノ成 績 ハ第3表 ノ如 シ.

第3表 瀉 血後ニ於ケル可染赤球 ノ系 ト型 トノ關係

第1例 家 兎135號
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第2例 家 兎137號

系.幼 若説系ノミニシテ退行説系現ルルコト

ナシ.

型.各 法共通ニシテ出現全率増加 ト平行ニI

型 ノ方ノ増率著明 トナリ,全 率 ノ最高ヨリ漸減ニ

向フ時ヨリIII型 ノ方ノ増率高マリ遂ニ舊値ニ復

スルヲ見ル.

判定不能可染赤球.皆 無.

可染率.各 染色法ニヨル差異ハ第1項 ト略ボ

同樣.

本 項 ノ總括

系.瀉 血後 ニ出現 スル可染赤球ガ幼若性

ナルハ幼若説派 ノ牙城 トナス所ニ シテ異論 ナ

キハ屡 々述ベ シ如 ク余 ノ成績 モ全 ク一致 セ

リ.此 際退行説系 ノ出現 セザル事實ハ幼若説

派 ヲ更 ニ支持スルニ足ルモノアルベシ.

型.幼 若説派ガ血球新 生旺盛ナル時程I

型 ノ増加率大ニ シテ,新 生舊状ニ復 スル際 ニ

III型 増 加スルハI型 ガ 可染赤球中ニテ最幼

若 ニ屬 シIII型 ガ正常血球 ニ最モ近 シ トノ説

ヲ説 スルモノニ シテ余 ノ成績 モ之 ニ合致 セリ.

第3項 鹽酸「フエニール ヒドラチ ン」

中毒 ニ於 ケル可染赤球

鹽酸「フエニールヒドラチン」(以下「フエ」ト略

記)ハC6H8N2. HClナ ル化學成分ヲ有ス.

1885年Hoope-Seyler氏 ガ血液毒タルコトヲ初

メテ提唱セルヨリ人工的貧血又ハ黄疸發生ノ目的

ニ用ヒラレ,特 ニ退行説學者ガ其ノ血球破壞カヲ
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好 ンデ應 用 セ ル藥物 ナ リ.余 ハMerck社 製 粉末 ノ

1%水 溶 液 ヲ用 ヒ タ リ.

可染 赤 球率 表示 法.

前2項 ニ ヨル表示 法 ハ系 ト型 トヲ示 ス ニ至 便 ナ

レ ドモ煩瑣 ニ堪 ヘザ ル コ トア リ.依 リテ必要 ノ程

度 ニ止 ム ル時 ハ次 ノ分 系 式 ヲ用 ヒ分 型表 ハ抄 略 ス

ル コ ト トセ リ.

古 來視 野 ニ現 レ タル赤 血球100又 ハ1000中 ニ

存 在 スル可染 赤 球 數 ヲ以 テ%又 ハ‰ ガ使 用 サ ル.

然 レ共精 密 ヲ要 スル實 驗 ニ於 テ ハ%ヲ 以 テ記 スル

時 ハ甚 ダ見 難 キ感 ア リ,依 リテ常 ニ‰ ヲ用 ヒタ リ.

即 チ超 生 體染 色 標本 ニ於 テ鏡 下數 視野 ノ赤血 球合

計 ガ1000ト ナル 間 ニ讀 取 リタル可染 赤 球 數x箇

ナ リ トセバx‰ ト記 セ リ.赤 血 球 ハ普 通3000箇

ヲ數 ヘ タ リ.

視 野 ニハ初 メ縮小 器 ヲ装 用 シ タレ共,後 ニハ標

本作 製時 血液 層 ノ厚 サ ヲ加 減 ス ル事 ニ ヨ リテ其 ノ

必要 ヲ見 ザ ル ニ至 レ リ.

染 色 法 モ常 ニ前2項 ノ如 ク多種 類 ヲ用 フ ル ハ

煩 ニ過 グル モ ノナ レバ,兩 系 ノ可 染 率 最 モ 良 キ

Nilblauト,兩 系 ヲ比 較 的 判 別 シ易 カ ラシム ル

Brillantkresylblauノ2法 ヲ常用 シテ平均 値 ヲ採

用 シ,必 要 ニ ヨ リ補助 法 ヲ用 フル事 トセ リ.

7<5ト ア ル ハ可染 赤 球7‰ ア リ.其 ノ内上枝 ノ

5箇 ハ幼 若 説系 ニ シテ 他 ノ2箇 ハ何 レ ノ系 ナ ル カ

判定 シ得 ザ ル ニ就 キ明記 セズ(補 助 法 モ用 ヒザ リ

シ時 ナ リ).

350<
3
 330
ハ可染赤球350‰,内 上枝 ノ3箇 ハ幼

若 説系,下 枝 ノ330箇 ハ退 行 説系,而 シテ他 ノ17

箇 ハ判定 シ得 ザ ルニ就 キ明記 セ ズ(同 上).

即チ可染赤球全率< 幼若説系
退行説系

ナ リ.

次 ニ單 ニ500ト 記 セル時 ハ 特 ニ兩系 ノ分類 ヲ行

ハ ザ ル場合 ナ リ.

又400<
10

 400 ノ如 キハ極 メテ 不合理 ナ レ ド,幼

若 説系 ハ 明 カ ニ10箇,別 ニ判 定 不能 ナ ル モ ノモ

ア レ ドモ,大 多 數 ヲ占 ム ル退 行 説系 ガ夫 等 ニヨ リ

テ甚ダシク左右サレザル場合ニハ下枝退行説系ハ

400ト 記セリ.

此不合理ナル數的表現ニヨリテ退行説系400ハ

概數ナル事ヲ一見シテ知ラシメントセルナリ.實

際上全率ガ500以 上モ存シ其ノ大部分ガ退行説系

ナル時 ハ其 ノ内 ヨ リ幼若 説系 ノ ミヲ判定 シ,他 ヲ

退 行 説系 ト記 載 ス ルニ止 メザ ル ヲ得 ザ ル コ トア リ

サ レ ド此際800<
5

 800 ヲ800<
5

 795 ト記サバ全部

ヲ悉 ク判定 シ,幼 若 説系5箇,退 行 説系795箇,

而 シテ判定 不 能 ナ ルモ ノ無 キ ガ如 ク見 ユ ルガ 故 ニ

殊 更 ニ前 者 ヲ用 ヒ タ リ.

染 色 法 ハ第1節 ノ理 由 ニ ヨ リ主 トシテBrillant-

kresylblan, Nilblau時 ニ高 橋氏 法 ヲ用 ヒ タ リ.

其 ノ1 血 管 内 實 驗

家 兎 ヲ開腹 シ其 ノ下行 大 靜脉 ヲ長 サ約3cmニ

於 テ兩 端 及 ビ枝管 ヲ完全 ニ結 紮 ス.其 ノ内容 血 液

ハ1/10容 ニ相 當 スル 「フエ」溶 液 ヲ極 細注 射針 ニ

テ注入 ス.後 同樣 針 ニ テ血液1滴 ヲ採 取 シ時間 的

ニ檢査 セ リ.第4表 ノ成績 ヲ得 タ リ(第4表).

第4表

本實驗ニ於テハ可染赤球ガ造血臓器ヲ介セズシ

テ出現シ,其 ノ際退行説系 ノミ増加シ幼若説系ハ

決シテ増サザルヲ立證スルモノナルベシ.而 シテ

西谷氏ガ臍帶血球ヲ用ヒテ行ヘル實驗 ト符合スレ

ドモ既述 ノ如ク氏等ハ兩系 ノ分類ヲナセルニ非ラ

ザルニヨリ單ニ退行説ヲ證スルニ過ギズ,幼 若説

ニ言及スルヲ得ザルナルベシ.
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其 ノ2 腹 腔 内實驗

家兎ヲ開腹セルママ腸間膜血管ヲ傷 ケテ出血セ

シメ,腹 腔内ニ潴溜セル血液ニ「フエ」溶液ヲ加フ

(第5表).

第5表

本 成績 ハ其 ノ1ノ 實驗 ヲ補 強 シ,且 其 ノ原因 ガ

血管 内壁 ノ作用 ニ依 ル ニモ非 ラザ ル コ トヲ示 ス モ

ノナ リ.

其 ノ3 試 驗 管 内 實 驗

幼若 説系10‰ 前 後 ナ ル正常 家兎 耳 動脉 血 ヲ滴 下

セ シメ之 ヲ脱纎 維 後3囘 生 理 的食 鹽 水 ニテ 洗滌.

コ ノ血 球 ヲ以 テ10‰ 生 理的 食鹽 水 浮游 液 トナ シ,

其 ノ2cc宛 ヲ3本 ノ試驗 管 ニ取 リ「フエ」ノ100倍

1000倍 及 ビ10000倍 溶液 ヲ夫 々02cc宛 加 ヘ,孵

卵器 ニ入 レ時間 的 ニ檢 セ リ(第6表).

第6表 試 驗管内血球 ニ對 シ血液毒 ヲ作用 セシメタル場合 ニ

出現 スル可染赤球 ノ系 ト型 トノ關係

實 驗5囘 ノ 總 括 的 所 見

即 チ100倍 溶液 ニ於 テハ30分 ニ シテ殆 ド全 部

退 行 説系 トナ リ,其 ノ3, 2, 1ノ 各 型及 ビH氏 型

ヲモ現 ル ル コ トア リ.6時 ニハ完全 溶 血 シ血 球 ノ

姿 影 モ認 メザ ル ニ至 ル.
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1000倍 溶液 ニ於 テハ30分 ニシテ0-800‰ ノ退

行 説 系 出現 シ,其 ノ3型 ヲ主 トシ,2型 モ見 ユ レ

共,1型 ハ未 ダ極 メテ稀 ナ リ.6時 ニハ800-1000,

25時 以 上 ヲ經 テ溶 血 ニ瀕 ス.而 シテ18時 ヨ リハ

1型 多數 ヲ占 メH氏 型 モ見 ラ ル.

然 ル ニ10000倍 溶液 ニ於 テハ,6時 ニテ漸 ク0-

400, 25時 ニテ モ400-900ニ 過 ギ ズ.未 ダ完 全

ニハ溶 血 ス ル ニハ至 ラズ.尚 ホ3型 大 部分 ナ リ.

而 モ何 レニ於 テ モ幼若 説系 ノ増 加 スル コ トナキ ナ

リ.

本成 績 ハ前2項 ノ實驗 ヲ更 ニ補 強 シ,毒 物 濃度

大 ナ ル程,作 用 時間 ノ長 キ程,退 行説 系 ヲ速 ニ且

多 數 ニ 出現 セ シ メ,遂 ニ溶血 セ シムル ノ經過 ヲ一

見 明 カ ナ ラ シムル モ ノア リ.是 レ即 チ西谷 氏 ノ結

論,前 田 氏 ノ考 察 ト略 ボ一致 スル モ ノナ リ.余 モ

亦 本項 ノ成績 ニ徴 シ正 常 赤血 球 ヲ中毒 セ シム レバ

3-2-1型 ト推 移 シテ破壞 スル トノ考 ヲ有 スル

モ ノナ リ.一 方幼 若 説派(Seyferth, Engel及 ビ

Gewrilow等)ハ 可 染赤 球(余 ノ幼 若 説系 ニ屬 ス)

ハI-II-III型 ヨ リ正常赤 血 球ニ 進行 ス トノ見

解 ヲ有 シ(余 ノ前述 瀉 血實 驗 モ亦然 リ.)其 ノ兩 者

ヲ對照 ス レバ興 味 アル差 異 ア リ ト云 フベ シ.

〔附〕 試驗 管 内實 驗 ニ ハ本 項 ノ如 キ一 定 ノ操 作

ニ ヨ ラズ,「 チ トラ ー ト」加 血液(其 ノ比1:4)ニ

直 ニ「フエ」溶 液 ノ種 々 ノ濃度,種 々 ノ量 ヲ入 レ室

温 ニ於 テ極 メテ 簡單 ニ退 行説 系 出 現 ヲ實驗 證 明 ス

ル事 ヲ得 ル モ ノナ リ.

其 ノ4 生 體 内 實 驗

1%「 フエ」水 溶液 ヲ毎kg3.0-1.5cc皮 下 ニ注射

シ,時 數 的 ト日數的 トニ分 チ テ可染 赤球 ノ出現 状

況 ヲ觀察 セ リ.檢 査 血 ハ耳 靜脉 ヲ傷 ケテ流 出 ス ル

1滴 ヲ以 テ之 ニ充 ツ.

イ

第7表 時數的實驗

第1例 家兎91號

注射量1%液 毎kg1.5cc

第2例 家兎92號

同 上 量
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第3例 家兎93號

同 上 量

第4例 家兎94號

同 上 量

第5例 剔脾家兎99號

同 上 量

第6例 家 兎95號

注射 量 毎kg3.0cc
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(生 體内血液毒大量注射後ニ於ケル可染赤球ノ系 ト型 トノ關係)

(時 間 的 檢 索)

第7例 家 兎138號(39時 目死亡)
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即 チ1-4例 ニ於 テ,少 量(1.5cc)注 射 後30分

ニ シテ,可 染 赤球100-250‰ ア リ.幼 若説 系 ハ注

射 前 ト略 ボ同 樣 ニ シテ,退 行説 系 ノ ミ増加 セル ヲ

示 セ リ.12-15時 ニハ800-1000‰ ノ著 増 ア レ ド

未 ダ幼若 説系 ノ増加 ニ因 スル ニ非 ヲズ.24時 ニ於

テ850-1000‰ トナ リ漸 ク幼 若説 系 ハ増 加 ヲ示 セ

ドモ,退 行 説系 ニ比 シテ ハ小 率 ニ過 ギ ズ.

脾 臓 ヲ剔 出 セ ル家兎 ニ於 ケ ル所 見 モ亦 同樣 ナ リ

(第5例).

第6例 ニ於 ケル如 ク大量(3.0cc)注 射 ニヨ ル時

ハ,30分 ニ シテ既 ニNilblau法 ニ テ約1000‰ ノ

可 染 赤球 出現 ア リ.殆 ド總 テ退 行説系 ニ シテ,幼

若 説 系 ハ24時 前後 ニ於 テ初 メテ増加 ヲ見 ル.此 際

第7例 ニ於 ケル如 ク,各 種 ノ色 素 ヲ以 テ 中毒 時間

ト可染 率 トノ關係 ヲ見 ル ニ,顯 著 ナ ル事實 ニ遭 遇

セ リ.即 チ30分 ニシテNilblau法 ニテ1000<950

ナ ルニ,高 橋 氏法 ハ690<660
, Brillantkresylblau

法 ハ310<290ナ リ,而 モ60分 ニ シテハ各 法 殆 ド

同 率 トナ レ リ.是 レ輕度 ノ血球障 碍 時 ニ於 ケル各

法 ノ感 度 ヲ示 スモ ノニシテ,Nilblauガ 遙 ニ優 レ

タ ル ヲ示 ス ト共 ニ,一 定 度 以上 ノ強 度 ナル障 碍 ニ

及 ベバ各 法 ノ何 レヲ使用 スル モ差 支 ナ キ ヲ物 語 ル

モ ノナ リ.

其 ノ型 ノ推 移 ハ試 驗管 内 實驗 ト其 ノ軌 ヲ一 ニス

ル モ ノナ リ.

ロ

第8表 日 數 的 實 驗

第1例 家兎101號 注射量1%液 毎kg 1.5cc
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第2例 家兎103號 同上量

第3例 家兎104號 同上量

第4例 家兎106號 同上量

第5例 家 兎108號

注 射量1%液 毎kg 3.0cc
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(生體内血液毒小量注射後ニ於ケル可染赤球ノ系 ト型 トノ關係(日數的檢索))

第6例 家 兎134號 第7例 家 兎136號
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7例 中少量注射ハ第1, 2, 3, 4, 6, 7例,大 量

注射ハ第5例 ナリ.第1日 目ニハ700-1000‰ ノ

可染赤球アリ.幼 若説系ノ増加アリト雖モ大部分

ハ退行説系ナリ.日 ヲ經ルニ從ヒ幼若説系ハ漸増

シ,退行説系ハ漸減ス.即 チ前者ハ5-9日 ニ最高

率ニ達 シ,後 者ハ9-15日 ニ姿ヲ没スルニ至ル.

從 ツテ10-16日 ヨリハ可染赤球ハ逆ニ殆 ド全部

幼若説系 トナリ.爾後其ノ率ヲ減ジ15-45日 ニ至

リテ實驗前ノ出現率ニ復歸ス.

生體内實驗 ノ總括竝 ニ考案

由之觀是ニ生體内ニ於 テモ前3項 ノ實驗 ト

同樣「フエ」ガ血球 ニ直接作用 ヲ以 テ退行變性

ニ陷 ラシメ退行説系 ヲ出現 セ シムル點疑 ヲ入

レザル所 ナ リ.

余 ガ特 ニ時數的實驗 ヲ重視 セルハ少ク共表

記 ノ如 ク10數 時以内ニ於テハ幼若説系 ノ増

加殆 ド無 キニ近ク,從 ツテ可染赤球ノ増減 ヲ

直 ニ退行説系ノ夫 レニ歸 セシムル事 ヲモ得 ル

ガ爲ナ リトス.由 來退行説派ガ生體内中毒實

驗 ヲ行 フニ當 リ,幼 若説派 ト同樣主 トシテ日

數的檢査 ニ安 ジタルモノ多ケ レ ドモ斯 クテハ

上記(其 ノ4,ロ)ノ 如ク其 ノ可染赤球率中ニ

ハ既ニ増加 セル幼若説系 ガ混入スルモノナル

ヲ以テ.之 ヲ退行説ニ依 リテノ ミ律 セン トス

レバ幼若 説派 ガ幼若説ニ依 リテノ ミ律 セン ト

シタル ト同轍 ノ誤謬ヲ踏ムモノナル可 シ.

時 數的 日數的兩實驗 ヲ通 ジ更ニ興味 アルハ

次 ノ事實ナ リ.

即 チ第8表 ニ示 ス如 ク,退 行説系出現又ハ

増加 ス レバ全血球數(Thoma-Zeiss式 赤 血球

算定法ニヨルモノ,以 下同樣)ハ 減少ヲ始 メ

最高率 ヨリ稍 々低率 ニ傾 ク頃 トナ リテ,全 赤

血球數 ハ最小値ニ達 ス.一 方此時機 ニハ既ニ

幼若説系ノ著増 アリ.之 ニ次 イデ全赤血球數

モ稍 々増加 ヲ始 メ,幼 若説系ガ稍 々減 ジテ元

値ニ復 スルニ及 ビ全赤血球數 ハ愈 々増加 シ遂

ニ元値 ニ達 スルナリ.即 チ退行説系 ノ増加 ハ

全赤血球數 ノ減 少ニ先行且逆比例 シ,幼 若説

系 ノ増加ハ全赤血球數 ノ増加ニ先行ス レドモ

一旦最高率ニ達 セル幼若説系 ノ減少ハ全赤血

球數 ノ増加 ト逆比例ス.

而 シテ此事實 ノ前半 ハ退行説派ガ,後 半ハ

幼若説派ガ各自ノ根據 トシテ高唱スル所 ニシ

テ,兩 派ハ夫 々經過ノ一半 ヲ以テ結論 セルモ

ノ ト云 フベク,兼 ネテ兩派 ガ相容 レザル所以

モ相背馳 セル2系 ヲ1ナ リト見做 シタルガ爲

ナルベ シ.唯R. Heinzハ 生體内大量「フエ」

注射後 ノ血球 ヲMethylviolettニ テ染色 シ,

中毒萎縮 シテ退行セルモノハ多數 ノ可染顆粒

或 ハ1-2箇 ノ大顆粒(所 謂H氏 型)ヲ 有ス

ルヲ知 リ,注 射翌 日ヨリ既 ニ現 レ來 ル大圓形

ニ シテ此色素ニ可染 セザル血球 ハ幼若ナルモ

ノニシテ,兩 者間ニハ明カナル差異 アルヲ指

摘 セ リ.氏 ノMethylviolettガ 中毒血球 ヲ可

染 シ,幼 若血球 ヲ染色 セザル コ ト等 ニ依 リテ

兩者ハ區別 アリ トノ着 眼ハ寔 ニ敬服 スベキモ

ノナ レドモ,之 ヲ仔細 ニ觀ズルニ尚 ホ滿足 シ

得ザル點尠 カラズ,即 チMethylviolettガ 幼

若血球 ヲ染色 セザルハ余 ノ實驗(第3章 第1

節 第1項 及 ビ第2節 第1, 2項)ニ 於 テモ同様

ナ レド,中 毒血球 ヲ常 ニ悉 ク染色スル モノニ

ハ非ズ シテ量的竝ニ時間的 ニ毒力ノ作用輕度

ナ レバ輕度 ナル程,中 毒血球 ヲ染出スル率ハ

小,換 言ス レバ毒力ノ作用 ヲ受 クル トモ其ノ

障碍極 メテ輕度 ナル場合 ニ於 テハ染色 シ得

ズ,一 定度 ノ強 力ナル障碍 ヲ起 シテ初 メテ可
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染 ナラシムルモノニ シテ,其 ノ輕度障碍時 ニ

於 ケル染色感度 ハNilblauニ 及 ブ可クモアラ

ズ,從 ツテ高橋 氏法 ヨリモ未 ダ尚 ホ鈍 ナルハ

余 ノ既 ニ證 セル所ナ リ(第8表 第6例).依 リ

テ氏 ノ法 ニテ可染 セル血球 ガ中毒性ナルハ確

實ナ レドモ,染 色サ レザル血球 ガ常ニ必ズ シ

モ中毒 サ レザルモノ トナス ノ不 可 ナ ル ハ勿

論,況 シテ夫等 ノ總 テヲ幼若性 トスルハ甚 シ

キ誤 ヲ生ズル コ トアリ.何 トナ レバ夫等ノ中

ニハ上述 ノ如 キ中毒サルル ト雖 モ輕度 ナルモ

ノ,中 毒 ヲ受ケザル正常 ナルモノ及 ビ幼若性

ナルモノガ存在 シ得 レバナ リ.但 シ特定 ノ場

合,即 チ生體内全血球 ヲ充分ニ中毒 セシメ1

ツモ殘 スコトナク本色素ニ可染ナラシメタル

以後 ニ於テ現 レ來 ル非染色血球 ヲ以テ幼若性

トナスノ正當ナルハ論 ヲ俟 タザル所 ナ リ.然

レ共余 ガ嘗テ第3章 第1節 第3項 ノ考案中ニ

云 ヘルガ如 ク,試 ミニ瀉血後 ノ幼若性血球 ト

中毒ニ ヨル退行性血球 トヲ故意 ニ混合 セルモ

ノニ更 ニ正常血球 ヲ加ヘタルモノヲ持 チ來 リ

之 ヲ氏 ノ法 ニヨリテ夫 々ノ血球 ノ出所 ト率 ト

ヲ檢出セン トス トモ到底能 ハザル コトナルベ

シ.此 處ニ於テモ余 ノ形態的知見竝 ニ補助法

ニヨル分系法 バ一定 ノ趨歸 ラ知 ラシムルモノ

ア リ ト信 ズ.

第4項 「 トル イ レ ン デ イ ア ミ ン」中

毒 ニ 於 ケ ル 可 染 赤 球

「トルイ レンデイ ア ミン」(以 下 「トル」 ト略記)

ハCH3:Nx2:NH2=1:2:4ナ ル化 學成 分 ヲ

有 ス.1881年Schmideberg及 ビStadelmannガ

黄疸 發生 ニ用 ヒテ ヨ リ一 種 ノ血 液毒 トシテ該 方面

ノ研究 ニ應用 サ ル.余 ハMerck社 製 粉末 ノ5%温

水 溶液 ヲ用 ヒ タ リ.本 劑 ガ家 兎 ニ對 シテ作用 著 明

ナ ラザ ル事 ハ文 獻 ニ示 サ レタル所,余 モ又其 ノ然

ル ヲ經驗 セル ヲ以 テ,主 トシテ犬 ニ就 キ實驗 セ リ.

使 用量 ニ關 シテハ 最近 大野 教授 竝 ニ其 ノ門 下 特

ニ稗 田,伊 藤 氏等 ハ毎kg0.05-0.08gヲ 犬 ノ皮下

ニ注射 スル事 ヲ推奨 シ,血 中「ビ リル ビ ン」測定 ニ

依 リテハ8-10.30時 ニ黄 疸 ノ發 生 ヲ知 リ,粘 膜 ノ

黄變 ハ有 脾 犬 ニ在 リテ ハ24時 ニ現 レ無 脾 犬 ハ48

時 ニ テモ現 レル場 合 ト,遂 ニ現 レザ ル 場合 トア ル

事 ヲ報告 セ リ.余 ハ 可及 的早 期 ニ血 球 ノ變化 ヲ知

ラ ン ト欲 シ,毎kg0.1-0.2gノ 大 量 ヲ皮 下 ニ注射

セ リ.犬 ハ比 較的 幼若 ナル同腹 又ハ異 腹 ヲ用 ヒ,

有 脾 ト無 脾 トヲ常 ニ對 照 セ リ.即 チ2頭 ヲ1群 ト

シ同 時 ニ「モ ル フイ ン」注 射 ニ ヨ リテ麻 醉 セ シメ,

1頭 ノ剔脾 術 終 了 ヲ待 チテ共 ニ同 時 ニ「トル」ノ皮

下注 射 ヲ行 ヒ時間 的 ニ檢 血 セ リ(第9表).

第9表

第1例

同腹犬 生後5箇 月體重約3kg注 射量毎kg0.1g
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第2例

同腹犬 生後6箇 月體重約4kg注 射量毎kg0.2g

第3例

異腹犬 體重約5kg注 射量毎kg0.2g

少 量(0.1)注 射 ノ第1例 同 腹犬ニ 於 テハ,粘 膜

黄 疸 ハ有 脾 ニ テ19時 ニ現 レ タル モ,無 脾 ニテ ハ80

時 ヲ待 ツモ遂 ニ現 レザ リキ.退 行 説系 ハ前 者 ニテ

10時,後 者 ニテ ハ17時 ニ共 ニ出 現 セ リ.

大 量(0.2)注 射 中,第2例 同 腹 犬 ニ於 テハ,粘

膜 黄疸 ハ 有脾 ニテ11時,無 脾 ニテ41時 ニ現 レ,

退 行 説系 ハ前 者 ニテハ3時,後 者 ニテ8時 ニ 出現

セ リ.而 シテ前 者 ハ13時,後 者 ハ49時 ニ共 ニ死

ス.

同 第3例 異腹 犬 ニ於 テ モ,粘 膜 黄 疸 ハ有 脾 ニテ

9時,無 脾 ニ テハ46時 ニ現 レ,退 行 説系 ハ前 者ニ

テ4時,後 者 ニ テ8時 ニ共 ニ出現,1ツ ハ10時,

他 ハ55時 共 ニ死 ス.

印 チ粘膜 黄疸 ハ少 量 注射 ノ場 合,無 脾犬 ニハ發

現 甚 ダ困 難 ナ ルモ,大 量 ニ ヨル時 ハ 有 脾 ー比 シ

4-6倍 ノ時間 ヲ要 ス レ ドモ 必 ズ發現 スル コ トヲ知

リ,伊 藤 氏 ノ所論 ト殆 ド一致 セ リ.

退 行 説系 ハ,無 脾 ハ有 脾 ニ比 シテ其 ノ初 發迄 ニ

2-3倍 ノ時間 ヲ要 ス ト雖 モ各 例 ヲ通 ジテ悉 ク出現

セ リ.而 シテ幼若 説系 ノ著 増 ナ キハ「フエ」ニ於 ケ

ル 實驗 ト全 ク同樣 ナ リ.又 退 行 説系 出現 ノ時數 的,

日數 的,型,量,竝 ニ赤 血球 數 トノ關係 ニ就 テモ

亦 然 リ.

只異 ナル ハ退 行説 系 ト全 ク平 行 的 ニHeinz氏

型 ガ 出現 シ,就 中 無脾 犬 ニハ 甚 ダ多 數 ヲ占 ムル事

ニ シテ,H氏 型 ガ余 ノ退行 説 系 ト出 現機 轉從 ツテ
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其 ノ本體 ヲ同 ジ クス ルハ 察 スル ニ難 カ ラザ レ ドモ

前項 ノ成績 等 ヲ考 慮 ス レバ兩 者 間 ニハ尚 ホ何 等 カ

ノ隨 伴 的 條件 ヲ異 ニス ル ト案 ズベ キ點 ア リ,西 谷

氏 等 ノ多顆 粒 ガ集 合 シテ單顆 粒 性 トナ ル トノ説 ニ

追 加 ス ベキ或 物 アル ヲ思 ハ シ ム.然 レ共 之 ニ關 シ

テハ 今此 處 ニ論議 スル所 ニ非 ザ ル ナ リ.

扨 テ退 行説 系 ガ有 脾 ノ場合 ニハ 早期 ニ,無 脾 ノ

場 合 ニハ晩 期 ニ出 現 スル ヲ見 レバ,脾 臓 ト「トル」

トノ間 ニ一 定 不離 ノ關 係 ア ルハ 否ム可 ラザ ル 事 ナ

リ.然 レ共 何 レ ノ場合 ニモ必 ズ 出現 ス ル ノ故 ヲ以

テ「トル」モ亦 直接 血球 ニ作用 シ之 ヲ退 行 性 ニ導 キ

得 ル事 ハ明 ナ リ.然 ラバ「トル」ハ試驗 管 内血 球 ヲ

シテ可染 物質 ヲ生 ゼ シメ得 ルヤ.之 ニ關 シテハ退

行 説學 者中 ニモ可 能 トナス モ ノ不 能 トナス モ ノ ト

ア リテ一 定 セズ.余 モ亦 追試 シ タレ共出 現 セ シム

ル 事能 ハザ リキ.

大 野氏 ハ「トル」ヲ皮 下 ニ注 射 シ,血 中 「ビ リル

ビ ン」 ノ發 生 直前 ニ脾靜 脉 ヲ他 ノ犬 ノ門脉 ニ吻合

セ シム レバ,元 ノ犬 ニ ハ黄疸 著 明ナ ラズ シテ後 ノ

犬 ニ良 ク發 現 ス レ ドモ,元 ノ犬 ノ脾臓 ヲ剔出 シテ

「エキ ス」トシ他 ノ犬 ニ注 射 スル モ黄 疸發生 セズ,

即 チ「トル」ハ外界 ニ出 ヅル ニ於 テハ其 ノ效 力 ヲ著

シ ク失 フモ ノ ニハ非ザ ルヤ トノ推 論 ヲ ナセ リ.余

モ亦 斯 ル論 ニ賛 セザ ル ヲ得 ズ.問 題 ハ尚 ホ充分 解

明 サ レザ ル ノ状 態 ニ在 ル ナ リ.

第3節 本章 ノ概括竝 ニ考案

扨 テ西谷氏等ハHeinz氏 型 ト網纎状物質

トハ同一ナルベ シ ト唱ヘタルニ,其 ノ物質ガ

余 ノ幼若説系可染物質ナルカ退行説系物質ナ

ル カニ ヨリテ甚 グ シキ相違 ヲ生ズルハ明カナ

リ.而 シテ其 ノ實驗 ヲ見ルニ兩系共 ヲ含 メル

ガ如 クナル故 ニ一半ノ ミ正 シ ト云 フベ シ.

立 花,西 谷兩氏 ハ網纎状III型 ハ必ズ退行

性所産ナ リト云ヘルニ夫 レハ余 ノ退行説系 中

ノ1ニ 該當 スルガ如 ク此點ハ正ニ卓見 タ リ.

更 ニ進 ンデ西谷氏ハ毒物 ニ ヨル退行性所産 ト

目スベキ網纎状赤血球 内ニハ明 カニハ非ザ レ

ドモ仔細 ニ見 レバ纎網存在 スルガ如 クナルガ

故ニ,本 血球 ハ軈 テ一般網纎状赤血球(可 染

赤球 ノ意ナ レド余 ノ幼若 説 系 ニ該當 ス)ト

系統上密接ナ ル關係 ヲ有 スルモノナルベ シト

考ヘ,竟 ニ可染赤球 ハ總 テ退行性所産ナ リト

ノ結論 ニ達 ス可 キヲ豫想 セリ.然 レ共退行性

ニ導 ク操作特 ニ純退行變性 ヲ考 フベ キ,試 驗

管内出現可染赤球 ニ就テ纎網 ノ存在ニ言及 セ

ルモノ又ハ明カニ認 メタ リトナスモノハ他 ニ

之 ヲ求 ムル能ハズ.余 モ亦信 ヲ措 カザル所 ナ

リ.即 チ氏 ノ退行性所産網纎状赤血球 ハ余 ノ

退行説系ニ該當 スルモノニシテ,之 ヲ以テ全

可染赤球(兩 系)ニ 及 ボサ ン トスルハ妥當 ナ

ラザルガ如 シ.前 田氏ハ其ノ後退行説 ニ追補

シテ極 メテ興味 アル研究 ヲ途グタ レドモ尚 ホ

幼若性出現説ヲ否定 シ得ズ.〓 カニ 「退行性

ニモ出現 ス」 ト結論 セルナ リ.他 方高橋氏 ガ

Heinz氏 型 ハ退行性物質ナル コトヲ實驗 シ,

氏 ノ特殊染色法 ニヨリテ之 ト網状赤血球 トハ

明カニ區別 シ得 トナ セルハ寄與 スル所大ナ レ

ドモ,Heinz氏 ノMethylviolettニ 於 ケル判

別法 ト大體 ニ於テ相似タルレモノニシテ既ニ述

ベタル(前 節其ノ4考 案中ニ於ケルHeinz氏

批 判)ガ 如 ク完壁ナル ニハ非ザルガ如 シ.

人工的貧血惹起試驗 ニ際 シ,生 體内ニ 「フ

エ」注射後,幼 若説派 モ等 シク,網 状赤血球

(可 染赤球)幾%又 ハ幾 ‰ トノ記載 ヲナセル

ニ,前 節第3項 ニ述 ベ シ如 ク,早 キハ數分 ニ

シテ出現 スル可染赤球 ハ大部分退行説系ニ シ
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テ而モ數日後迄流血中ニ存在シ,一方24時 前

後 ヨリハ幼若説系ノ出現ヲ見爾後數日間兩系

混在 シタル後初メテ退行説系消失シテ幼若説

系ノミトナルモノナリ.即 チ幼若説派ガ幼若

血球 ト考 フル%中 ニハ時ニ多クノ退行説系,

退行説派ガ退行血球 ト思惟スル%中 ニハ幼若

説系ガ算入サルル事アルレモノニシテ,斯 ル%

ヲ以テ各自各樣 ノ解釋 ト判斷ヲ下スコトノ危

險且無意味ナルハ論ヲ俟タザル所ナリ.例 ヘ

バ同ジク前節第3項 ニ示セル如ク毒物大量注

射後1時 間ニシテ可染物質ハ1000‰ ニ達 シ,

赤血球數ハ次第ニ減少シツツアル時,幼 若説

ヲ以テ如何ニ解セントスルカ.事 實幼若説派

ノ報告ヲ見ルニ,退 行説派ガ網状赤血球 ト稱

シ余ガ其ノ際退行説系可染赤球 ト云ヘル血球

ヲ,或 者ハ算入シ,或 者ハ算入セズ,又 或者

ハ該血球ガ甚ダ減少セルノ時機ニ至リテ初メ

テ實驗ヲ行ヒ之ニ觸ルルヲ欲セザガ如キ等實

ニ多樣ナリ.之 ニ反シ15日 位ニシテ有核赤

血球等 ト共ニ多率ノ可染赤球 アリ,而 モ赤血

球數ハ次第ニ増加シツツアル時(貧血恢復期)

退行説ヲ以テハ如何樣ニモ判 ジ得ザルモノナ

リ.

此 間ニ於ケル消 息ニ對 シ,Heinz及 ビ小田

氏等 ノ考 ハ稍 々余 ト相似 タルモノアレドモ,

氏等 ノ法ニ於テモ未 ダ其 ノ兩系 ヲ完全ニ分類

シ能 ハザル ヲ以 テ斯 ル開係 ヲ滑達ニ説明 シ得

ルニハ至 ラザルナ リ.

余 ノ分 チタル可染赤球 ノ2系 ハ初 メ兩説ノ

出現機轉 ニ據 レルモノナ レドモ,各 系 ノ間ニ

ハ形態的顯著ナノレ差 アリ.1ハ 幼 若性 ニ出現

スル總テノ可染赤球型ヲ,他 ハ退行性 ノ夫 レ

ヲ抱含 シ判然 トシテ兩立,決 シテ相混同 ス可

ラザ ルモノナ リキ.而 モ逆 ニコノ2系 ヲ以テ

可染赤球 ヲ分類 シ,夫 レガ如何 ナル機轉 ニ ヨ

リテ出現 シ來 レルヤヲ推斷 スルニ嘗 ツテ誤ル

事ナキヲ確認セ リ.

果 シテ可染赤球ニ2系 アリ,1ハ 幼若 ナル

他ハ退行セルモノナラバ,兩 者ハ正常赤血球

ヲ標準 トシテ其 ノ理化學的性状 ニ差異 アルベ

キニハ非ザルカ.這 ハ必然研究 スベキ問題タ

ルベク,余 ガ次章 ヨリ之 ニ着手 セン ト欲 スル

所以ナ リ.

第4章 超生體可染物質保有赤血球ノ理化學的性状ニ關スル研究

第1節 低 張食鹽水滲透性抵抗

第1項 實 驗方法

イ 採 血 法

乾燥滅菌セル注射器ニ豫メ3.8%「 チ トラート」

溶液1容 ヲ入レ,之 ヲ以テ家兎耳動脉ヨリ(動 脉

ヨリノ採血ハ靜脉ニ比シ,操作甚ダ迅速ナルヲ得,

而モ文獻ノ示ス所ニヨレバ,可 染赤球率ハ動靜脉

血間ニ差ナク,余 モ亦然ルヲ知レリ.)4容 ノ血液

ヲ吸引シ振盪後.

(「チ トラート」ヲ用ヒタルコト及ビ其ノ血液 ト

ノ混合割合ハWestergrenノ 沈降速度測定法竝ニ

拙著 「赤血球計算用新稀釋液ニ就テ」 ニ準據ス.)

試驗管内ニ氣泡ヲ生ゼザル樣注意シテ注出シ,(多

數ノ文獻ニヨレバ血中ニ氣泡ヲ混合セバ血球ハ酸

素含有量ヲ變化セシメテ抵抗ニ差異ヲ來ス.)

振盪混和セル後遠心沈澱シテ上液ヲ棄テ,次 ニ

生理的食鹽水ヲ以テ2囘 洗滌沈澱後上液ヲ棄テタ

ルモノヲ實驗ニ供ス.
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ロ 抵 抗 測 定 法

Cohnreich, Arrhenius, Hamburger, Lan-

dois, Liebermann, Malassez, Chanel, Brierre,

Schilling氏 法等 ア リ.前 處 置竝 ニ判 定法 モ亦夫 々

多 樣 ナ リ.余 ハ次 ノ方法 ト注意 トヲ以 テ行 ヒ タ リ.

食 鹽水 ハ0.7%ヨ リ0.1%ニ 至 ル間,0.02%ノ 差

ヲ有 ス ル各液 ヲ用 フ.而 シテ見 込 ニ ヨ リ12乃 至 數

十 本 ノ試 驗管 ヲ1列 ニ立 テ之 ニ上 記食 鹽水 ノ2cc

宛 ヲ入 ル.次 ニ採 血法 ニ記 シ タル如 ク最後 ノ上 液

ヲ棄 テ タル試 驗管 ヲ充 分 振盪 シテ上下 層 ヲ混 ゼ シ

ム.

沈澱 セ ル血球 ハ上 層 ト下 層 トニ ヨ リテ其 ノ系

種 ノ含 量 ヲ異 ニ シ(本 章第2節 詳 述)且 又余 ノ畏

友 坂井 氏 ニ從 ヘバ上 層 ニハ抵 抗強 キ血 球 多 シ.

故 ニ各 層 ヲ混 合セ シムルハ 絶對 ニ必要 ナ リ.

斯 ル血球 ヲ有 帽「ビベ ツ ト」ニテ吸 上 ゲ其 ノ1滴

宛 ヲ上 記食 鹽水 入試 驗 管 ニ入 ル.

血 球其 ノ物 ヲ用 ヒタル理 由.脱 纎維 血又 ハ

「チ トラ ー ト」加 血 ヲ其 ノ儘用 フル時 ハ,例 ヘ等

量宛 ヲ取 ル モ動 物 ニ ヨ リテ其 ノ中ニ含 メル血球

數 ニハ増 多 又ハ 減 少 症 ニ ヨ リ甚 ダ シキ 差 異 ア

リ.是 レ抵 抗 ヲ左 右 ス ル所 大 ナ ルモ ノナ リ(本

郷 及 ビ熊澤 氏).又 ハ血 球數 等 シキ場合 ニモ血清

中 ノ含 有物 質 ノ影響 ヲ考慮 セザ ル可 カ ラザ ル事

ア リ.特 ニ毒物 注射 後 ノ血 液 ハ其 ノ血 清 中 ニ尚

ホ殘 存 シテ,食 鹽水 中 ニ入 リテ モ血球 ノ溶解 ニ

關 與 スルヤ モ計 ラズ.乃 チ血球 其 ノ物 ニ ヨル測

定 値 ハ總 テ ノ場 合 ノ比較 ニ際 シ正鵠 ヲ期 シ得 ベ

シ.

採 血 ヨ リ 此處 迄 ノ操 作 ハ 成 可30分 以 内 ニ了 セ

リ.

坂井 氏 ノ 實 驗 ニ ヨ レバ 採 血後30分 以内 ニ於

テハ 抵 抗値 ノ動揺 極 メテ 僅 微 ナ レ ドモ30分 ヲ

經 過 ス レバ減弱 ス ト.

之等 ノ試驗 管 ハ速 ニ夫 々兩 手掌 間 ニ垂 直 ニ持 チ

テ揉ムガ如クシテ30囘 廻轉振盪シテ食鹽水 ト血

滴 トヲ混ゼシム.

余 ノ如ク廻轉振盪スル時ハ,1時 間後ニ見ル

ニ最少抵抗部ニ於テハ血球ハ管 ノ中心部ニ集中

シ管壁部食鹽水 トノ堺劃然 トナリテ,帶 色ヲ鋭

敏ニ知ラシメ,中 心集中消失シ等質透明 トナル

ハ最大抵抗部ナルヲ見ルナリ.漫 然タル振盪後

ト比較シ判定ノ難易ニ著差アリ.

次ニ37℃ ノ孵卵器内ニ1時 間靜置

24時 間冷室内靜置法,沈 澱法等アレドモ余ノ

時數的測定比較等ニハ甚ダ不便ナルノミナラズ

上記廻轉振盪法ヲ用フル時ハ1時 間ニ於テモ目

測上大ナル支障ヲ感ゼズ.

後極メテ靜カニ取出シテ目測判定ス.即 チ上部

管壁 ニ近キ部分ガ僅ニ帶黄色 トナル試驗管ノ%ヲ

以テ最少抵抗 トシ,中 心部 ト管壁部ハ勿論上下兩

部モ全ク等色調ヲ呈シ全液透明ニ見ユル試驗管ノ

%ヲ 以テ最大抵抗 トナセリ.

尚ホ血色素吸収線測定及ビ殘存血球檢鏡ハ以テ

參考 トスルニ止メタリ.

ハ 測 定値表現法

最少最大抵抗ノ表現ニハ種々ノ方法用ヒラレタ

ルモ,未 ダ滿足スベキモノニ接セズ.試 ミニ横軸

ニ食鹽水ノ%ヲ 取 リテ最少最大値ヲ夫々記シ,兩

點ヲ直線ヲ以テ連ヌ.即 チコノ直線ノ兩端ハ夫々

抵抗値ヲ,長 サバ抵抗幅ヲ示 スベシ.縦 軸ニハ檢

査ノ順時又ハ順日ヲ取レリ.而 シテ各直線ノ左端

ヲ連ネタル曲線ハ最少抵抗ノ,右 端ノ夫レハ最大

抵抗ノ推移ヲ,兩 曲線ニ圍マレタル部分ハ抵抗幅

ノ變動ヲ示現ス.

余ハ假 リニ抵抗曲線圖 ト稱スベシ.

第2項 中毒竝ニ瀉血ニ於 ケル實驗

中毒竝ニ瀉血ノ方法ハ第3章 ニ述ベタルト同樣

ナリ.
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其 ノ1 時 數 的檢索

イ 中毒家兎可染赤球 ノ抵抗

第7表(第1-第6例)(既 出)

第3圖 第7表 中 ノ第3例(家 兎番 號93)

第4例(同 上94)

第6例(同 上95)

ヲ圖示 セル モ ノナ リ.
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抵抗 曲線 ハ左右 共 凸 出 ス.即 チ最少 抵 抗 ハ30分

乃至3時 ヨ リ次第 ニ減 弱 シ左方 へ凸 出 シ,最 大 抵

抗 ハ 増強 シテ右 凸 ス.而 シテ 兩者 共24時 ニハ 其 ノ

極 ニ達 セ リ.

毒 量大 ナ レバ大 ナ ル程 コ ノ現象 ハ著 明ニ シテ,

95號 家兎 ニ於 ケ ル如 ク10時 ニ シテ最 大 抵 抗 ハ

蒸 餾水 中 ニテモ完 全 溶血 ヲ見 ザ ル ガ故 ニ0%ト セ

リ.

以 上 ハ表 ニ示 ス如 ク退 行 説系 ノ出現率 ト略 ボ平

第10表

第1例 家兎96號 瀉 血毎kg 20cc

第2例 家兎97號 同上

第3例 家兎98號 同上

行的關係ニ在 リ.サ レド例ヘバ等シク1000‰ 出

現 ト雖モ,少 量中毒ニテ長時間ヲ要セシ場合 ト大

量短時間ニヨル場合 トハ抵抗型ハ同一ナレドモ其

ノ幅ノ増率ニ差アリ.後 者甚ダ大ナリ.

24時 ニ近ヅクニ及ビ幼若説系 ノ増加ヲ見ル,

ロ 瀉血家兎可染赤球抵抗

第10表 (第1-第3例)

第4圖 第10表 ヲ全例ヲ圖示セルナリ.

第4圖

曲 線 ハ右 ガ凸出 ス ル ノ ミ.即 チ最少 抵 抗 ニハ何 等

ノ變 化 ナ ク,最 大 抵 抗 ハ8乃 至10時 ヨ リ稍 々増 強 ア

リ.24時 ガ最 強.退 行 説系 ノ出現 セザ ル事 ハ 既述.

24時 ニ近 ヅ クニ從 ヒ幼 若説 系 ノ著 増 ヲ認 ム.

187



2882 丸 山 正 熊

其 ノ2 日 數 的 檢 索

イ 中 毒 家 兎 可 染 赤 球 抵 抗

第8表 (第1-第7例)(既 出)

第5圖 第8表 中 ヨ リ第1-第5例 迄 ヲ圖示 セ リ.

第5圖 抵 抗 幅 曲 線

「フエ ニール ヒ ドラチ ン」注射
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第5例 家 兎108號
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曲線 ハ全 例 共左 右一 旦 凸 出 ス.即 チ最 少 抵抗 ハ

第1日 ニ必 ズ減弱 ヲ示 シ,2-4日 ニ其 ノ極 ニ達 シ

テ左 凸,後 徐 々 ニ又ハ5-11日 ニハ常 値 ヨ リモ却

ツテ 増強 右 凸後 原値 ニ復 ス.コ ノ時機 ハ退 行 説系

ノ正 ニ消失 セ ン トス ル ニ一致 シ初 メヨ リ9-15日

ヲ要 ス.最 大抵 抗 ハ第1日 ニ必 ズ著 明 ニ増強 シ右

凸 シ,3-7ニ 其 ノ極 ニ達 シ,後 次第 ニ原値 ニ向

フ.

此極値ハ最少抵抗減弱極値ヨリモ常ニ稍々遲レ

テ發現シ,退 行説系ノ消失セル一方幼若説系ノ増

加極値ニアル時機ニ一致シ,原 値ニ復スルハ幼若

説系 ノ原率ニ復スルノ時ニシテ初メヨリ15-45

日ヲ要ス.

中毒大量ニ於テハ第5例 ノ如ク上述ノ關係更ニ

著明ナリ.

ロ 瀉 血家兎可染赤球抵抗

第11表 (第1-第3例)

第6圖 第11表 ノ全例ヲ圖示セリ.

第11表

第1例 家兎113號

瀉血毎kg 20cc

第2例 家兎114號

同 上

第3例 家兎115號

同 上
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第6圖 抵 抗 幅 曲 線

瀉 血

曲線ノ左方ハ1例 ヲ除キテ著變ナシ.右 方ハ全

例共凸出ス.

即チ最少抵抗ハ第3例 ニ於ケル1日 目ヲ除ケバ

左凸スルコトナク寧ロ5-9日 ニ僅ニ増強シテ右

凸スルモ一般ニ強度ナラズ.

最大抵抗ハ僅少ナガラ1日 目ニ増強 シ3-5-10

日ニ シテ其ノ極ニ達シ,徐 ロニ原値ニ復ス.其 ノ

増強極値ハ幼若説系 ノ増加極率 ノ時機ニ略ボ一致

スルガ如ク,抵 抗原値ニ復スルニ及ビ原率ニ歸ス.

コノ所要日數17-33日 ナ リ.

其 ノ3 本項 ノ概括竝 ニ考案

中毒血球 ハ時數的,日 數的共 ニ一旦ハ其 ノ

最少抵抗 ニ於テ減弱,最 大抵抗 ニ於 テ増強 ヲ

示 セリ.最 少抵抗 ニ關 シテハ系統的觀察 ヲナ

セル文獻乏 シク,〓 カニ中村,小 田,岩 尾氏

ニ ヨリテ減弱 ス ト注意サ レタルニ過ギズ.

其 ノ最大抵抗ニ在 リテハMorawitz, Itami,

Pratt, Pappeuheim, Rosenthal, Schaustroff

等 多 數 ノ實 驗 者 ニ依 リテ増 強 ス ト證 サ レタ

リ.從 ツテ減弱 ノ原因ニ就 テハ言及サ レザル

モ,増 強ノ夫 レニ關 シテハ一般 ニ血球ガ毒 ニ

ヨリテ厚皮(Pachydermie)ニ 陥 リ爲ニ溶血

阻止サル トナスモノ多 シ.

然 ルニ鏡下 ニ於 テ中毒血球 ヲ見ル時,尤 モ

一面 ニハ多數 ノ雛襞 ヲ造 リ甚ダ萎縮 シテ容易

ニ消失セザルモノ多ケ レドモ,他 面急速 ニ内

容 ヲ放出 シテ姿影 トナルモノア リ.即 チ毒物

ハ一方抵抗 ヲ最大 ニ於 テ増強セ シムル原因 ヲ

ナス ト同時 ニ,他 方最少ヲ減弱 セシムル原因

トモナルモノナル可 シ.サ レド抵抗減弱 ノ原

因究明ハ今余ノ目的ニ非 ズシテ,此 處 ニハ其

ノ現象 ヲ擇 フ レバ足 ルヲ以テ多言 スル所 ニ非

ザルナ リ.

次 ニ瀉血ニヨリテハ時數的,日 數的共 ニ最
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少抵抗 ニ大ナル變化 ヲ來サズ.最 大抵抗 ハ常

ニ増強 セリ.

最 少抵抗 ニ關 シテハ文獻 ノ多數 ハ著變 ナ シ

トノ成績 ニ傾 キ,最 大抵抗 ハ常ニ増強ス ト稱

スルモ多 シ(Handowsky, Snapper, Sattler,

小 田氏等其 ノ他極 メテ多數).

茲 ニ於テ余 ノ關心 ハ兩系 ノ最少抵抗 ニ集中

サルルナ リ.即 チ中毒 ニ ヨル退行説系 ノ ミ存

スル場合(其 ノ1,イ ノ前半)及 ビ退行説系 モ

幼若説系モ混在 スル場合(主 トシテ其 ノ2,イ

ノ前半竝 ニ第3項)共 ニ最少抵抗 ハ著明ニ減

弱 シ,幼 若説系 ノ ミ存 スル場合(瀉 血實驗全

部竝 ニ其 ノ2,イ 後 部)ニ ハ決 シテ減弱 セズ.

之 ヲ以テ退行説系 ハ抵抗減弱ニ關與 シ,幼 若

説系 ハ然 ラズ トノ斷案 ヲ下 スヲ得 ベ シ.

之 ニ反 シ最大抵抗 ニハ兩系共 ニ關與 スルハ

明カニシテ,強 ヒテ差異 ヲ求ム レバ,退 行説

系ニ ヨル増強度ハ甚 グ大ナ リト稱 スル ヲ得ベ

シ.

第3項 試 驗管内兩系混合實驗

余ハ第2項 其ノ2,イ ニ於テ兩系ガ生體内ニ於

テ混在セハ場合ニモ最少抵抗ハ減弱スト云ヘリ.

然 ラバ試驗管内ニテモ斯 ノ如キ成績ヲ得ベキ筈ナ

リ.

依 リテ健常ナ ル體重2kg内 外 ノ雄性家兎2頭 ヲ

1群 トシテ,前 法ニ從ヒ1頭 ニハ夙ニ瀉血ヲ行ヒ

テ幼若説系ガ高率ニ達セル頃,他 ノ1頭 ニ「フエ」

ノ大量注射ヲナシ1-2時 間後退行説系 ノ多 數出

現時ニ於テ,兩 頭ヨリ採血シ,前 述ノ如キ洗滌血

球 ヲ得.更 ニ之ヲ夫々10%生 理的食鹽水浮游液 ト

ナシテ一定ノ割合ニ混合.後 遠心沈澱ン上液ヲ棄

テタルモノニ就キ抵抗ヲ測定シタリ(第12表).

第12表
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即チ退行説系ノ混合比ガ大ナレバ大ナル程最少

抵抗ハ例外ナク其 ノ減弱度ヲ大ナラシム.之 ニヨ

リテ兩系混在時ノ最少抵抗減弱ハ全ク退行説系ノ

存在ニ職由ストノ理解ニ達シ,生 體内實驗 ニ於ケ

ル成績 ヲ補強シ得タリト考ヘラル.

第2節 比 重

幼若ナル血球ハ成熟 セル血球ヨリモ比重小ナリ

トハ一般ニ是認セラルル所ナリ.曩 ニ小田氏ハ血

球ガ成熟度ヲ増スニ從ヒ,其 ノ比重ヲ増大スト云

ヒ,園 部氏モ之ニ賛セリ.坂 井氏ハ凝固防止血液

ヲ長時遠心沈澱セシムル時ハ,上 層ニハ可染赤球

(幼若説系)多 ク集 リ,下層ニハ極メテ尠キニヨリ,

幼若ナルハ成熟セルヨリモ比重小ナリト論ゼリ.

然 レ共一方退行性出現機轉ニヨル可染赤球タル退

行説 系 ニ關 シテ ハ未 ダ文 獻 ナ ク,

今 日迄 行 ハ レタル「フエ」注 射後 ニ

於 ケル血 球 比重 測定 試 驗成 績 ハ總

テ幼 若説 系,退 行説 系 又 ハ正 常 ナ

ル 血球 ノ3或 ハ2種 ガ種 々 ノ割 合

ニ混 在 セ ル時 ノ値 ニ シテ,單 一 ニ

退 行 説系 ノ,又 ハ兩 系 ノ比重 ヲ比

較 シ得 ル ノ根 據 ヲ有 ス ル實驗 ナキ

ナ リ.余 ハ坂 井氏 ノ如 キ沈 澱法 ニ

ヨ リ,幼 若 説系 ニ於 テ氏 ニ一 致 セ

ル成 績 ヲ得 タレ ドモ,退 行 説系 ヲ

以 テ ス ル時ハ 稍 々趣 ヲ異 ニ シ,最

下層 ニハ尠 ケ レ ドモ,中 上 層 ニハ

正 常 血球 ト略 ボ等 シク散在 セル ヲ

見 タ リ.兩 系 混 在 血液ニ テハ,最

下 層 ニハ正 常 血球 ノ大 部,退 行 説

系 ノ極 少部,時 ニ幼若 説 系 ノ痕 跡,

中層 ニハ 正常,退 行 説系 ノ大 部 ト

幼 若 説系 ノ少 部,上 層 ニハ 正常 ノ

少 部 ト退 行幼 若兩 説 系 ノ大 部 アル

ヲ知 レ リ.

乃 チ幼 若 説系 ハ 正常 血球 ヨ リ比 重甚 ダ小,退 行

説 系 ヨ リハ稍 々小,從 ツテ幼 若説系 ト退 行 説系 ト

ハ比 重 ヲ異 ニスベ シ ト考 ヘ タ リ.

比 重 測定 法 ニハOpik u. Frei, Faul Rezinikoff

氏法 モア レ ド余 ハHammerschlag氏 ニ從 ヒ,比 重

0.88ノBenzolト1.485ノChloroformノ 混 合液 法

ヲ使用 セ リ.但 余 ハ必要 上,血 液 又 ハ血 球浮 游 液 ヨ

リ血 球 ヲ沈 澱 セ シメ,上 液 ヲ棄 テ タル後少 時 振盪

以 テ上下 各層 ヲ混 ゼ ル血球 滴 ノ比 重 ヲ測定 セ リ.

血球 ノ比 重 ハ採 血後 ノ操 作 ハ勿 論,經 過 時 間 ニ

關與 スル事 甚 ダ大 ナ ル ヲ以 テ,比 較 ニ用 フル血 球

ノ操 作 ト時 間 ヲ 等 シカ ラ シメ ン トシ 第13表 ノ如

クナ セ リ.

第13表
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夙 ニ瀉 血 ニ依 リテ幼若 説 系 ヲ多 數 ニ出 現 セ シ メ

タル家 兎 ヨ リ,既 述 ノ如 ク採 血振盪 後2本 ノ試驗

管 ニ分 チ一方 ヲaト ス.2本 ヲ同 時 ニ30分 間1分

3000廻 轉 ノ遠 心 沈澱 ヲ行 ヒテ上 液 ヲ棄 ツ.aハ 其

ノ儘 トシ他 ハ上 層 ト下層 トニ分 チ2本 ノ試 驗管 ニ

入 レ上層 ノヲbト ス.a, b及 ビ他 ノ1本 ヲ夫 々

10%生 理 的 食鹽 水 浮游 液 トナ セル後,他 ノ1本 ノ

ミハ2等 分 シテ2本 トシ1ヲc他 ヲdト ス.爰 ニ

於 テdニ ハ 既述 ノ量 ニ從 ヒ100倍 「フエ」液 ヲ加

フ.dガ 可染 赤球 約1000<1000ト ナル ノ時期 ニ於

テa, b, cモ 檢 鏡 シテ可染 赤 球率 ヲ記 シ置 ク.然

ル時 ハ 既 ニ沈澱 試驗 ニ於 テ述 ベ シ如 ク,aガ 殆 ド

原 率 ナル ハ勿論,bハ 甚 ダ高 率.cハ 極 メテ低 率

ノ幼若 説系 ヲ有 シ,dノ ミハ退 行説 系1000‰ ナ リ.

以上4本 ヲ同 時 ニ5分 間遠 心 沈澱 シテ上液 ヲ棄

テ 沈澱 血球 ヲ 少 時 振 盪 後 夫 々 ノ比 重 ヲ測 定 シ

A, B, C, Dト ナ ス.次 ニCトDト ヲ適 比 ニ混 ジ,

Bノ 有 ス ル可染 赤球 率 ニ等 シ カラ シム.例 ヘ バ

B. 400‰(幼 若説 系)

C. 3‰(同 上)

D. 1000‰(退 行説 系,嚴密 ニハ1000<3 997)

ナ ル時 ハ,C6容,D4容 ヲ混 ズル事 ニ ヨ リテ,退

行 説系 約400‰ 含 有 ノEヲ 得 ベ シ.此 際C及 ビ

Dノ 有 ス ル少 率 ノ幼 若説 系(3‰)ハ 考 慮 ニ値 セ ズ.

即 チEトB'ト ハ系 ヲ異 ニ シ,率 ヲ等 シクス ル ニ

至 ル.

然 ル後EトB'ト ノ比 重 ヲ測 ル ニ第14表 ノ如

シ.

第14表
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即 チA, B, Cノ 間 ニハ 沈澱試 驗 ニ於 ケル豫想 ニ

一致 シテC , A, Bノ 順 ニ比 重 小.Dハ3者 ヨ リ

遙 ニ小 ナ リ.然 レ共DヲCニ 混 ゼ ルEトB'ニ 於

テハ,EガB'ヨ リ常 ニ大 ナ リ.例 ヘ バ第2例 ノ如

ク,Eハ 正常 血 球600‰ 退行 説 系400‰ ニテ 比重

1.082, B'ハ 正常 血球600‰ 幼 若 説系400‰ ニ テ

比 重1.079ニ シテEガ 大 ナ リ.兩 者 ハ 正常 血球

600‰ ニ ヨル比重 ヲ等 シ クス ル ガ故 ニ其 ノ比 重上

ノ大 小 ハ全 ク各 々400‰ 宛 ノ異 ナ レル血 球系 ニ ヨ

ル コ ト明 カ ナ リ.

本成 績 ト沈 澱試 驗 トヲ照合 スル 時 ハ確 カニ首 肯

ス ベキ値 ア リ ト信 ズ.

乃 チ余 ハ本 實驗 ニ ヨ リテ退行 説系 ハ幼 若説 系 ヨ

リモ比重 大 ナ リ ト云 ヒ得 ル ニ至 レ リ.

第5章 總 括 竝 ニ 考 察

超生體的 ニ赤血球 ヲ染色 スル時 ハ,球 内ニ

可染物質 ヲ保有 スルモノア リ,超 生體 可染物

質保有赤血球(可 染赤球 ト略記)ト 呼 ブヲ得

ベ シ.由 來該血球 ハ幼若性 ニ出現 ス トナス説

ト,退 行性説 トノ2ア リ,容 易 ニ歸一スル所

ナカ リキ.余 ハ幼若説 ト退行説 トガ主唱 スル

主要ナル實驗 ヲ追試 シ,夫 々眞ナルモノア リ

テ一概 ニ否定ス可 ラズ トナス中庸説 ニ賛 セザ

ル ヲ得ザルニ至 レリ.

然 レ共,相 反セル兩説 ノ指ス可染赤球 ヲ,

其 ノ出現機轉ニ深 ク考慮 ヲ致 シ其 ノ形態 ヲ別

別 ニ精査 セル所,兩 者間ニ差異 ノ見ルベキモ

ノアル ヲ知 レリ.

即 チ幼若性機轉ニ ヨリテ出現 スル可染赤球

ハ,大 小不同ノ顆粒 ガ不平等ニ分布 シ顆粒間

ニハ一般 ニ纎網 ヲ有 ス.而 シテ其ノ總體的視

感甚 ダ柔ナ リ.退 行性 ノ夫 レハ光線 ヲ強ク屈

曲 シ割立 ノ砂利 ノ如 ク比較等大ナル角々 シキ

顆粒 ガ略 ボ平等ニ分布 シ顆粒間ニハ纎網 ヲ有

セズ.其 ノ視感甚 シク剛ナ リ.

余 ハ假 リニ前者 ヲ幼若説系可染赤球,後 者

ヲ退行説系可染赤球 ト稱 シタ リ.即 チ可染赤

球中ニハ出現機轉 ニ從 ヒ其ノ本體 ヲ異 ニスル

2系 ア リテ,1ハ 退 行説系他 ハ幼若説系ナ リ

トノ考 ヲ抱 クモノナ リ.若 シ此考 ニシテ許容

サ レナバ,次 ノ如 キ論斷 ヲ得 ベシ.

幼若説派 ハ余 ノ幼若 説系 ヲ以 テ即チ可

染赤球 ノ總 テ トナシ,退 行説派 ハ余 ノ退

行説系ヲ以テ即チ可染赤球 ノ總テ ト考 ヘ

各 々自説 ヲ固持 シテ他ヲ默殺 ス レドモ,

可染赤球ハ2系 存スル ヲ以テ各説 ハ何 レ

モ眞 ニシテ而 モ其 ノ一半タルニ過 ギズ.

ト.茲 ニ於 テ如上 ノ想定 ヲ實驗 スベク,逆 ニ

形態 ニヨリテ其 ノ出現機轉 ヲ知 ラント努ムル

ト共ニ,一 方夫等兩系 ノ理化學的性状 ノ差異

ヲ明 カニセン ト試 ミタ リ.

即 チ血液毒 ヲ以テ生體外血球 ニ作 用セシム

ル時出現 スル可染赤球 ハ悉 ク退行説系 ニ屬 シ

決 シテ幼若説系 ヲ見サル事,瀉 血貧 血動物 ガ

恢復 スル際ニ出現 スル可染赤球 ハ悉 ク幼若説

系 ニシテ決 シテ退行説系 ヲ見ズ.又 正常血液

中ニハ幼若説系 ノミ存 シ,兩 端 ヲ結紮 シタル

血管内及 ビ腹腔 内血液 ヲ中毒 セシム レバ退行

説系 ノミ出現 スルヲ知 レリ.若 シ血液毒ヲ動

物體 内ニ注射 スル時ハ其 ノ血液 中ニハ十數 時

間以内ニ於 テハ増加 セル可染赤球ハ悉 ク退行

説系,24時 間 前後 ヨリハ幼若説系 モ増加スル

ヲ證 シ,大 體 ニ於テ分類 スルヲ得 タ リ.而 モ
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例外ナク退行説系ノ出現ハ全赤血球數 ノ減少

ニ先行 シ,幼 若説系ノ出現ハ全赤血球數ノ増

加ニ先行スル事.退 行説系ガ消失スル前後ニ

於テ全赤血球數ハ最低ニアリ,此 時既ニ幼若

説系ハ甚ダ高率ニ達 シ,次 第ニ全赤血球數ハ

増加ヲ示 シ,幼 若説系ガ原値ニ復スルニ及ビ

全赤血球數モ亦復歸スル事等ヲ知見セリ.又

犬及ビ家兎ニ於ケル生體内中毒發現ハ脾臟ノ

有無ニ拘ラズシテ,其 ノ血液中ニ常ニ退行説

系ノ出現ヲ見タリ.

之ヲ以テ幼若性機轉ニヨリテハ幼若説系,

退行性機轉ニヨリテハ退行説系ノミガ出現ス

ルモノナリト信ズルニ至 レリ.而 モ逆 ニ形態

ト補助染色法 トヲ以テ其ノ系ヲ判定シテ其ノ

可染赤球 ノ出現機轉ヲ推斷スルニ誤ル事ナキ

ヲ確メ得タ リ.

次ニ生體内ニ於テ幼若説系ヲ含ム血液ノ低

張食鹽水滲透性抵抗ハ最少抵抗不變ナルニ,

退行説系 ヲ含 ムモノノ夫 レハ甚 ダ減弱 シ,又

兩系 ヲ有 スル場合 ニモ亦然 リ.試 驗管内 ニ於

テ兩系 ヲ混合 スル時 ハ退行説系 ノ混合比大ナ

ル程減弱度大 トナル トノ成績 ト一致 スル ヲ知

レリ.

更 ニ等 シキ操作 ト等 シキ時間 トヲ經過 セシ

メタル兩系 ノ血球比重 ヲ測定 セルニ退行説系

ハ常 ニ幼若説系 ヨリ比重 ノ大ナル ヲ檢 セリ.

是 ヲ以テ兩系ハ滲透性抵抗竝 ニ比重ニ關 シ

テハ其ノ性状ニ明 カナル差異 ヲ有 ス ト斷 ジ得

ベシ.

茲 ニ於テ可染赤球 ニハ如實ニ2系 アリ,余

ガ曩 ニ假名 シタル幼若説系ハ眞 ノ幼若系,退

行説系 ハ眞 ノ退行系可染赤球ナ リトノ考察 ニ

達 スルモノナ リ.

是 ニ由 リ,從 來ノ幼若説ノ ミ又ハ退行説 ノ

ミヲ以テ シテハ不可能 ナ リシ種 ノ事象 ヲ稍 々

容易 ニ説明シ得ルモノア リト信 ズ.

第6章 結 論

1) 超 生體可染物質保有赤血球(所 謂,網

状赤血球)ハ 出現機轉 ヲ異 ニスルニ從 ヒ本體

的 ニ2系 ニ分タル.

1ハ 幼若系,他 ハ退行系ナ リ.而 シテ兩系

ハ形態上 明カナル差異 ヲ有 ス.

2) 低 張 食 鹽 水滲 透 性抵抗及 ビ比重 ニ關

シ,兩 系 ハ其ノ性状 ヲ異 ニス.

即 チ從來 ノ幼若説竝 ニ退行説 ハ何 レモ其 ノ

一半 ヲ固持 シタルニ過 ギザル事 ヲ立證 シ得タ

ルガ如 シ.

終ニ臨 ミ石山教授ノ御校閲ニ鳴謝シ,本 研究

中榊原病院内地留學生 トシテ厚遇セラレタル榊

原亨博士ニ深ク感謝 ノ意ヲ表ス.
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